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私たちモルデン’ブランドは、この信念をおとに 

世界に類のないポールと 

スポーツエキップメント•ゾーカーとして 

つねに克璧な製吊づくりを旦指していまず。 








ホリンピックす選の年を迎えて 

奮起しろ全日本、 

敵は3だ 

(財）日本ハンドボール協会剔会長 市原則さ 


新年も早やひと月が過ぎました。全国のハンドボール愛好者の皆様には日々健やかにお過ごしのこととお喜 
び申し上げます。昨年は日本協会が進める諸事業に巧し、深いご理解とご支援を賜りまして厚く御礼申しあげ 
ます。本年も倍旧のご鞭擋を賜りますようムからお願い申し上げます。 

さて、全国ハンドボール愛好者の期待を一身に受けて戦った神戸でのアテネ予選は、男女共韓国に引き分け 
ながら今一歩でオリンピック出場を逃して悔し涙で終えましたが、あれから早や3年の歳月が経過いたしまし 
た。その間、渡邊会長を中ふする協会執行部は、本場ヨーロッパから代表チームの監督として、男子にリマニ 
ッチ氏、女子にバウワー氏を招聘し、再度オリンピック出場に向け強化部門と一体となって、国内合宿から国 
際大会の開催や海外遠征等、数々の強化事業を推進してきました。 

中でも、昨年11月に大阪市および大阪協会の協力により実施したジャパンカップでは、男女とも見事優勝し、 
12月のドーハの第15回アジア競技大会では女子は2大会ぶりにメダル（銅）を獲得しました。 

その強化事業の延長線上にある、男子のホリンピックアジア予選会を本年9月に豊田市に招致出来たことは 
大きな成果で、とりわけ愛知県協会のご尽力に敬意を表しふから感謝申し上げる次第であります。 

女子予選については、現在カザフスタンとの情報がアジア連盟から入っていますが、開催地の決定は国際連 
盟にあり、何とか男子と併せて日本開催が出来ないものかと働きかけを続けているところです。 

何れにしろ前回の神戸に引き続き3回連続で、国内で予選を戦えるということは何物にも勝る全日本チーム 
対する強化支援になることと思います。 

また、男女の元日本代表選手諸兄は、師走の大変多忙な12月23日の全日本総合の決勝の前夜、多数名古 
屋に集結し旧交を温め、同時に現役代表に対し熱いメッセー•ジと共に力強い支援を誓い合いました。 

さあ、日本代表選手諸君、環境は整った。これから戦うのは君達だ。今更、環境が如何たら、日本協会が如 
何たら、監督が如何たら、レフエリングが如何たらと…、泣き言や言い訳を言ってる暇はない。 

ガムを嘴みながらのパフォーマンスプレーで観客受けを狙う日本リーグと国際試合は雲泥の差。国対国の戦 
いは命懸けだ。命を懸けて勝ち切る勇気を持て。 

予選までの8ヶ月間、ムを磨いて精神を鍛えろ。 

そのむ掛けは、日本古来からの伝統的思想文化である武±道の精神だ。「武±の王德」智と仁と勇を磨け。 
智とは、人の話をよく聞くこと。仁とは、人のために尽くすこと。勇とは、歯を食いしばり我慢をすること。 

これこそチームプレーの精神だ。必中に智仁勇を培い、代表選手としての、恥を知り、誇りを持ち、我慢しろ。 

この精神で先輩の代表選手諸兄は、日の丸の重みを背中に背負って、幾多の逆境を乗り越えて戦い、勝ち抜 
いてきたのだ。 

誰に勝つのでもない。己のふに勝ち切るのだ。 

ドーハのアジア大会905名の日本選手団の総監督を務める中、日本代表ハンドボールチームの戦いぶりを 
つぶさに見て、敢えて、君達に微を与える。 

何としてもオリンピックという大舞台に立つんだ。そして、ハンドボールというスポーツを敢えて選んでく 
れた全国の子供達にも、大きな夢を与えるのだ。絶対にオリンピックに出るんだ。 

全国のハンドボール愛好者の皆様、彼らに対し絶大なるご声援とご支援をお願い申し上げます。 










回圆第 58 回ミ日本総合遺手拒大を 


2006年12月20日（水）から24日（日）まで愛知県体育館等で開催された第58回全日本総合選手権大会は、男子は大同特 
殊鋼が11回目、女子はオムロンが10回目の優勝を飾って幕を閉じた。が下、試合結果をお伝えする。 


男子 

▼1 回戦 

日本イ本育大学34 (16-日、 18-16) 21豐田合成 
大阪体育大学27(15-8、 12-15) 23大同クラブ 
早嬌田大学46 (23-14、 23-15) 29 HC 秋田 
HC 岡山30 (11-9、 19-15) 24日本大学 

▼ 2 回戦 

日本化育大学那（15-14、 15-16) 32北陸電力 
(2-1 延長 4-1) 

ホンダ31(12-14、 19-14) 28大阪体育大学 
トヨタ車体36(19-8、 17-9)17 早稲田大学 
ホンダ熊本32 (13-8、 19-12) 20 HC 岡山 
▼準々決勝 

大同特殊鋼36 (20-14、 16-16)30 日本体育大学 
トヨタ統織九州29 (12-12、 17-8) 20ホンダ 
トヨタ車体37(12-14、 25-16) 30 湧永製薬 
大崎電気29 (16-12、 13-11) 23ホンダ熊本 

▼準決勝 

大同特殊鋼35(16-10、 19-18)28 トヨタが織九州 

[戦評]絲織のスローオフ、ゆっくりとした立ち上がりの中、 
大同は20番白の2連取などで流れをつかんだ。納織は2 
番中富のシュートで10分過ぎ、4 — 5の1点差に追いつ 
くが、紛織の 3-2-1 DF に対し、大同のクロス攻撃が 
有■効に決まり、13番季のロング、17番山本のシュート等 
で得点を重ねる。一方、統織は20番藤山のロングシュー 
卜で反擎するものの、大同 GK 高木の好セーブにより、リ 
ズムをつかむことができず、16 — 10で前半を終了した。 

後半は結織が大同20番白にマンツーをつけ、一進一退 
の息詰まる展開となった。納織は後半から出場の22番泉 
原の連続得点、20番藤山、7番具のシュートで残り5分 
で5点差まで追いついていくが、前半の点差が大きく響き、 
スピードと高さに勝る大同特殊鋼が勝利を収めた。 

大啼電気41(21-15、 20-16) 31トヨタ単体 

[戦評]湧永に勝って勢いに乗るトヨタ車体が立ち上がり 
香川の速攻で先制。化出、門山と連続ロングシュートも決 
まり好調な滑り出しで3連取。一方、デイフ X ンデイン 
グ.チヤンピオンの大崎は宮崎の GK のタイミングを狂わ 
せるチェンジアップシュートを皮切りに猪妻、豊田、佐藤、 
を島と5連続得点で反撃。開始11分に化出のロングシュ 


ートとカットインで車体は同点に追いつき、その後は一進 
一退の展開に。試合が動いたのは残り7分。車体、化出、 
長谷川の退場時に速攻や 7 mT で大崎は4連続得点の猛攻 
で前半を21—15とする。 

後半に入っても、大崎の勢いは止まらず、車体木下がフ 
ァインセーブを見せるが、大崎が着実に加点。残り10分、 
11点差を広げられたところで車体はチームタイムアウト 
を要求。巻き返しを図り、最後まで食い下がるが、中盤に 
開いた差を縮めることはできなかった。 

▼決勝 < 

大同特殊鋼39(20-13、 19-21)34 大崎 電気 

[戦評]連覇をおう昨年度王者•大崎対地元愛知でリベン 
ジに燃える大同と昨年と同ーカードで行われた決勝戦は予 
想通り序盤から接戦の様相を見せた。前半8分で大崎は3 
枚目の イェロー カードを賞う。激しい ゲーム 展開が予想さ 
れる中で、大同は着実に得点を積み重ねていく。対して、 
大崎は大同のプレス DF に、宮崎、中川を中ふにチャンス 
を作るも GK 高木の好 セーブに 阻まれて前半を20 — 13 
の7点差で終えた。 

少しでも点差を縮めたい大崎は、後半立ち上がり宮崎が 
連続得点をあげ 
大同 

は白が追撃を許 
さず両トムと 


は5年ぶり11 一~4 - r i 5 i 

回目の優勝。 写真提イ共：スポーツイベントお 


も一進一退の攻 
防が続く。大崎 
は残り9分、白、 
李にマンツー 
マン DF を試み 
るも、大同は終 
始、冷静にゲー 
ムを進め最後は 
5点差で逃げ切 
った。 

地元愛知の聖 
なる夜に、フエ 
ニックスが大き 
く舞った。 

※大同特殊鋼 
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男子は大同特殊鋼が 5 年ぶり11回目の優勝 
女子はオムロンが2年連続10回目の優勝 


女子 

▼1 回戦 

シャトレーゼ31(14-9、 17-5) 14茨城大学 
東京女子体育大学28(12-16、 16-8) 24 HC 名古屋 
MIEviolet ' IRIS 28(15-10、 13-11)21 HC 岡山 
筑波大学22(11-12、 11-8) 20善川銀行 T . H . 

▼準々決勝 

オムロン42 (22-6、 20-7) 13シャトレーゼ 
化國銀行 29(15-17、 14-10)27 東京女子体育大学 
ソニーセミコ38 (18-12、 20-11) 23 MIE violet ' IRIS 
ンダクタ九州 

広島メイプルレッズ32(19-9、 13-13)22 筑波大学 
▼準決勝 

オムロン21(12-12、 9-8)20 化國銀行 

[戦評]オムロンのスローオフで始まったこの試合。先取 
点はオムロン8番佐久川のサイドシュート。化國は立ち 
上がりからミスが目立つ。一方、オムロンは4番許のポ 
ストシュートなどで確実に加点した。：|ヒ國は前半中盤から 
ペースを取り戻し、 GK 田代の好セーブにも助けられ、20 
分に10 — 9と逆転に成巧。その後は豆角の展開となり、 
12— 12の同点で前半を終了した。 

後半も一進一退の攻防が続く。ゲーム終盤の25分で 
18— 18の同点。そこからオムロンが2連取するものの、 
ゴヒ國も食い下がり、29分に20 - 20と再び同点。しかし、 
終了間際の 7 mT をオムロン8番佐久川が冷静に決め、21 
一20で熱戦に終止符が打たれた。 

ソニーセミコ34 (15-13、 19-13) 26広島メイプル 
ンダクタ九州 レッズ 

[戦評]ソニーの スロー オフで試合開始。ソニーが長野の 
ロングで先制すると、メイプルも菅野のロング、大前の力 
ットイン、±屋のポストで3連取。ソニーも田中、郭と 
連取して3 — 3。豆角の展開となる。メイプルのミスを速 
攻につなげ、ソニーは7 -5 とリードするが、逆にミス 
が続き、メイプルが8 — 7と逆転。1点を争う攻防が続く中、 
最後にソニーが2点をリードして前半終了。 

後半に入ると、ソニーが一気にスパート。1日一13か 
ら21 - 14までリードを広げる。互いに得点できない時 
間を経て、さらに 23— 17から4連取で 27- 17。10 
点差として、勝負を決める。 


バランス良く得点したソニーに巧し、メイプルはノーマ 
ークシュート、ラストパスのミスが多く、苦戦した。 

▼決勝 

オムロン33 (15-8、 18-15) 23ソニーセミコ 

ンダクタ九州 

[戦評]オムロンのスローオフで試合が開始された。前半 
17分まで6 — 6とロースコアの展開となる。オムロンは 
攻擊の起点となるソニー2番郭、5番田中を封じ、ディフ 
エンスから流れをつかみ始め、15分過ぎからは11番洪 
のロング、8番佐久川の速攻を含む日連続得点で一気に点 
差を広げる。一方、ソニーは3番長野、10番出雲の退場 
などが響き、前半は15 — 8で終了する。 

後半、立ち上がり、ソニーはオムロン11番洪にマンツ 
一を つけ 反擊にかかるが、連続ミスでますます点差を広げ 
られ苦しい展 
開となる。才 
ムロンは後半 
5人の退場者 
を出し、15 
分過ぎに CP 4 
人になるピン 
チを迎える 
が、18番東 
潰のシュート 
をはじめ要所 
要所で得点を 
重ね、33— 

23で勝利を 
収めた。 

※オムロン 
は2年連続 
10回目の優 
勝 


惊彰】 




▼男子 

最優秀監督 

カン- 

ジェオン（大同特殊鋼） 


最優秀選手 

局木 

尚（大同特殊鋼） 

▼女子 

最優秀監督 

フアン 

-キョンヨン（オムロン） 


最優秀選手 

佐久川 

ひとみ（オムロン） 















3. 出場国 

くく男子を 

A グループ：バーレーン、カタール、インド、マカオ 
B グループ：クウェート、中国、香港、イラン 
C グループ：日本、 UAE 、 ウズベキスタン、サウジアラビア 
D グループ：韓国、レバノン、シリア 

冬女子》 

A グループ：カザフスタン、中国、ウズベキスタン、インド 
B グループ：曰本、韓国、タイ、チャイニーズタイペイ 

4. 結果 

女子について、ジャパンカップで優勝し弾みをつけて臨み 
たいところであったが、司令塔の田中美音子が肩を負傷した。 
アジア大会出発直前まで、回復具合を見ながらの削断であっ 
たが、最終的には欠場とした。しかし田中美音子を欠いては 
いたが、当地に到着後約10日間のトレーニング期間が確保 
されていたこともあって、チームとしての戦略戦術を充分組 
むことができた。初戦のチャイニーズタイペイ戦にポイント 
であった DF が 
機能し勝つこと 
ができた。韓国 
戦の前半を除 

き、トレーニン 

グしたことを発 
揮していた。準 
決勝のカザフス 
タン戦は、後半 
追い上げる場面 
でのテクニック 
ミスによって追 
いつけなかった 
が、3位決定戦 



中東ではじめて開催される今回のアジア大会は、12月1 
日〜15日まで、カタール-ドーハで45の国と地域 • 39競 
技424種目で競い合った。 

日本代表ハンドボールチームは、前回蓋山大会で途切れた 
メダル獲得に巧して「男女ともにメダル獲得」を目標に挑 
んだ。その結果、女子が中国を破って銅メダルを獲得。しか 
し、男子は韓国と引き分けたものの第6位と振るわなかった。 
試合の内容等については、男女監督に報告していただく。从 
下に、概要について報舍する。 

1. 開催期間 

2006年12月1日〜15日 

ハンドボール競技： 2006年12月3日〜14日 

2, 開催国•開催都市 

カタール•ドーハ 


第15回 
アジア 
競技大会 


女子は3位 


■チームリーダー報告 


男子は6位 


(財）曰本八ンドボール協会強化本部長蒲生晴明 


i 奪供：スポ f ツイベント社 












■第 15 回アジア競技大会 


で中国を擎 
破して「銅 
メダル」を 
獲得した。 
小さい身体 
で、組織的 
に良く戦っ 
たと評価さ 
れている。 

男子につ 
いては、予 
選リーグの 
サウジアラ 
ビア戦がポ 
イントであ 

った。後半追い越す場面でのシュートミスがあって、追い越 
せなかった。しかし、型曰の絶対負けられない UAE に勝っ 
てメインラウンドに進んだ。初戦のクウェートは、テクニッ 
クミスが多発し前半で離された。次の韓国戦では、追い越す 
場面でのシュートミスで引き分けであった。勝っていた試合 
であったが？この結果、準決勝進出ができずに、5〜6位決 
定戦でシリアに負け6位となった。 

5.総評 

試合の運営は、相変わらずクウェート主体のテクニカルデ 
レゲートが掌握していた。 

女子については、運営上の大きな問題はなかったが韓国に 
対する厳しいジャッジがあった。しかし、その中でも韓国 
は実力を発揮して、金メダルを獲得していた。2位のカザフ 
スタンとは実力差ははっきりしている。レフェリーの判定に 
対して、試合中に対応していく姿勢は見習わねばならない。 
中国は、韓国人の Kim 男子監督を女子監督に変更していた。 
オリンピック出場には、韓国とカザフスタンに焦 
点を絞って強化していくことを再確認した。 

男子については、初戦のウズベキスタンに対し 
て、情報がないまま巧戦になったが、クロアチア 
遠征からの好調さで、何ら問題なく勝利した。し 
かし、サウジアラビア戦やシリア戦などは追いつ 
くところでの不可解なジャッジにペースを取り戻 
せずに、時間の経過との晩めっこであった。オリ 
ンピック予選に向けて、テクニックミスの削減と 
組織的な機動力向上が求められる結果となった。 

今大会は、韓国に巧して大変露脅なジャッジが 
続いた。 IHF ミューレマター専務理事もきていた 
が、あまりにも酷いため「問題である」と言って 
いたが、アジアの大会である1乂上、口は挟めない 


とも言っていた。 

具体的な例として、準決勝の第 1 試合のクウェート VS イ 
ランはカタールのレフェリーが担当、当然ながらクウェート 
が勝ち、直後の準決勝第 2 試合の韓国 VS カタールは、その 
前に勝ったクウェートが担当するという、全くアンフェアな 
運営であり、どんな競技においてもあり得ない運営であった。 
テクニカルデレゲートに後藤氏と西山氏が入って協議してい 
るが、最終的な採決で過半数をアラブ諸国が持っているため 
に、原案どおり通ってしまうそうである。試合前にクレーム 
をつければ、没収試合にされる可能性があるため、試合はそ 
のまませざるをえない。韓国は、1名の追放選手が出て、2 
名のレッドカードが出ている。私は、永年ハンドボールして 
いるが、追放は国内海外を通じてはじめて目の前で見た。追 
放を受けるような罰則ではなかった。 

決勝戦のレフェリーは、イランレフェリーで、同様にクウ 
ェートの勝ちが決まっているような試合であった。カタール 
は、ジャッジに対して選手や観客がクレームを付けるなど再 
S 中断する有様で、カタール選手が2名レッドカードで退 
場させられた。 

今大会の韓国は、酷いジャッジをされ何人もの選手がレッ 
ドカードになり、追放者まで出た。2試合出場停止が、3名 
出る判定であった。罰金も支払わされている。韓国オリンピ 
ック委員会は、組織委員会に提訴した模様だが、その結果は 
何もなかった。 

北京オリンピック予選を開催するにあたって、この状況を 
IHF - IOC に連絡をし、韓国や中国とともにアジア東側諸国 
が一致団結になって、公平に試合ができるように改善を求め 
ていく。 

終わりになりましたが、国内強化合宿-スペイン遠征など 
ご支援いただきました役員選手ならびに所属の関係の皆様方 
に御礼申し上げ、応援していただきました全国のハンドボー 
ルファンならびに関係の皆様に深く感謝申し上げます。 
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■曰本代表の戦い 


[男子】 

▼予選リーグ C 組 

日本56 (31— 12、25— 18) 30ウズベキスタン 

[戦評]最初の試合は、国際大会の経験の少ない、またほと 
んどチームの情報のないウズベキスタン。前半スタートは、 
お互いファーストゲームとあって、やや硬さが見られた。ス 
タートは豊田のサイドシュートで幕を開けた。続けてサイド 
猪妻もサイドからゴールなど連続4得点の快調な滑り出し 
であった。デイフェンスも5— 1からの速攻など日本ペー 
スで進んだ。中盤は前田の3連続デイスタンスシュートで 
得点差をにげた。日本は相手の単調な攻撃からの速攻で前半 
を29 -12で折り返した。 

サイドの変わった後半は、日本のノーマークシュートミス 
が目立ち日本の攻撃が雑になり始めると、ウズベキスタンも 
攻撃のリズムを取り戻しカットイン、デイスタンスなどで応 
戦。しかし前半で開いた差は縮まらず56 - 30の大差で終了。 
大量得点を奪っての1勝ではあったが、初戦を終えて課題 
の残った試合であった。 

<得点 >豊田8、前田7、東•中島6、香川-猪妻-門山5、 
讼林-富田-永島4、宮崎2 

サウジアラビア26 (11 —11、15— 14) 25日本 

[戦評]サウジアラビアはエースの AL HARBI が先取点を拳 
げると日本は前田のステップシュートで応戦、さらに中川、 
門山の連続得点で3連取、すぐさまサウジアラビアも3連 
続得点で逆転、流れをつかもうとする。日本は前半中り I の負 
傷退場で戦力を欠くが宮崎、門山の奮闘で前半を11一11 
のタイスコアで巧り返した。 

後半はサウジアラビアに2連取されるが日本も豊田の速 
なで食らいついていく。日本はリードする場面でノーマーク 
シュートを外すなどリードを奪えずに進んでいく。日本の守 
護神、坪根も負けじとセーブを連発するが、相手に体格を利 
用して強引にねじ这まれてゴールを奪われるケースが多く見 
られた。途中出場の東がステップシュート、カットインと気 
を化く、残り5分宮崎のカットインで逆転に成功するが残 
り1分相手に 7 m スローを決められ、最後猪妻のサイドシ 
ュートがはずれタイムアップ。26 — 25で痛い黒星を喫した。 
《得点》宮崎6、東•富田•門山4、豊田3、松林•前田•中川’ 
香川1 

日本34 (15 "り、 19-9) 20 UAE 

[戦評]予選ラウンド最後となった UAE 戦、この試合を落と 
すと本選ラウンド進出が危ぶまれる日本はスタートから勢い 


のあるゲーム展開を見せた。スタート、日本は巧山の2連 
続ディスタンスシュートでリズムに乗ると豊田、猪妻の速な 
で日一 0とリードを奪う。スタートで日本の攻撃に圧倒さ 
れた UAE は AL SAFFARA の速攻で得点を挙げるとリズムを 
取り戻し、5 — 5の同点に追いつき粘りを見せる。日本は得 
意の 3- 2— 1ディフェンスが機能し、早いチェックで攻 
擎の勢いを止め相手オフェンスにプレッシャーをかける。曰 
本は門山が前半8点の大活躍により 15-11 で折り返した。 

後半は相手の単調になった攻撃を、調子の上がってきた曰 
本の守護神、坪根がナイスセ八ブし、素早いタイミングで速 
攻につなげ門山、宮崎、途中出場の中島の速攻などで徐々に 
差を広げた。途中日本は退場者を出すが、東のディスタンス、 
宮崎のカットインなどの攻撃が決まり、アヘッドを感じさせ 
ない勢いが見られた。最後は34 — 20の大量リードで勝利 
を勝ち取り、予選ラウンドはサウジアラビアに次いで、2位 
で本選ラウンドに進むことになった。 

<得点 > 門山9、宮崎7、東5、中島•猪妻3、豊田•富田- 
永島2、香川1 

▼本戦ラウンド 

クウェート35 (19- 10、 16 —14) 24日本 

[戦評]ゲームはクウェート7番のサイドシュートで始まる 
と、立て続けに5連取され、クウェートにスタートダッシ 
ュを許す。日本はリズムをつかめないまま10分にタイムア 
ウトをとるとそこから流れが変わり猪妻、豊田の速攻などで 
17分に11 一8まで追いつくと、すかさずクウェートも夕 
イムアウト。その後日本はチャンスをつかむがことごとく相 
手 GK に阻まれる。逆にクウェートはしぶとくボールをつな 
いで展開し、確実にシュートを決めてくる。日本はじりじり 
と離され前半を19一 10と大きく引き離されてターンする。 

後半に入ってもクウ卫ートの攻撃の勢いは止まらず、大型 
のポストプレーヤーにボールを集め、ホ目手の退場を誘い、確 
実に得点を挙げるパターンで日本と差を広げる。日本は猪妻 
の速攻、サイドシュートで反擧するが前半の差がなかなか縮 
まらず3日 一24の大差で敗れた。日本は次の韓国戦で勝利 
しなければ、メダルの可能性を失うだけに、いよいよ正念場 
に追い込まれた。 

冬得点>猪妻6、前田•門山4、豊田•東3、松林•宮崎•中島 • 
香川1 

曰本26 (14 — 13、 12-13) 巧韓国 

[戦評]韓国（大同特殊鋼の）ぺク選手り先制点に引き続き、 
3連取でスタートダッシュに成て力した韓国。しかし、宮崎の 
目の覚めるようなディスタンスシュートを皮切りに、門山、 
富田ら若い選手の連取で日本は前半10分、5 — 4とリード 
を奪った。そこからは一進一退のロースコアなゲーム展開に。 
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前半20分から韓国チームは5連続得点してりードを奪う。 
しかし日本も負けてはいない。豊田、門山らの得点によって 
逆転に成巧し、 14— 13と1点リードで前半を終えた。 

後半開始早々、初戦で負傷したキャプテン中川が3試合 
ぶりの得点を決める。ここで波に乗りたい日本。着実に得 
点を重ねて、後半13分にはこの試合最大の4点のリードを 
奪った。しかしここから韓国が追い上げ始め、後半20かに 
は 23 — 23の同点となった。そこからは1点を争う緊迫し 
たシーソーゲームの様相に。残り4分、門山の得点で26 — 
25と1点リードする。しかし試合終了間際、韓国7番 KO 
選手の同点打を許し、 26 — 26の引き分けとなった。善戦 
はしたものの、シュートミスなどによってリードをひろげる 
チャンスを逃してしまったのが悔やまれる試合となった。 

<得点>豊田7、門山6、中川4、猪妻3、富田•宮崎2、前田 • 
東1 

日本25り 3 — 10、12 - 14) 24バーレーン 

[戦評]メインラウンド最終戦は2敗のバーレーンとの対戦 
であった。この試合日本は得失点差で韓国に大きく引き離さ 
れているため、準決勝に進出するためには大差で勝たなけれ 
ばならない厳しいゲ-•ムであった。スタート日本は豐田の速 
攻で先取点を挙げる。バーレーンもポストシュート、速攻で 
すぐに逆転するが、日本も門山、富田ら若手の活躍で3連 
取に成み。そこから1点差の緊迫した攻防が続く。前半23 
分日本は東のディスタンスシュートなどで抜け出すと高木の 
好セーブもあり、3点差で前半を巧り返す。 

後半立ち上がり、日本はミスからの速攻で2連取されるが、 
後半から出場のをサイド中島の連続速攻、サイドシュートな 
ど3連続得点で取り返す。その後兩チームともチャンスと 
なるノーマークシュートを GK に阻まれるが、日本の6点リ 
ードで残り5分。しかし日本は連続で退場者を出すと、バ 
ーレーンに連続6ゴールを奪われ残り1分で同点に。最後 
の攻擊、日本はキャプテン中" i のカツトインシュートでリー 
ドを奪うとそのままタイムアップ。接戦を制した日本がメイ 
ンラウンド3位で 5-6 位決定戦に望むことが決まった。 

<得点 > 東5、中島4、豊田•前田•中川3、富田•永島， 
猪妻2、門山1 

▼5 -6位決定戦 

シリア34 (16 — 巧、 18 — 16) 31日本 

[戦評]日本の最終戦となる5位決定戦は、シリアとのゲーム。 
相手はパワフルな14番のポストプレーヤーと、11蚕のエ 
ースが中ムとなるチーム。日本は今大会を象徴するかのよう 
に出足が悪くシリアの19番のカットインで先制されると、 
連続3失点を許す。しかし日本は若きエースの門山が絶好調。 
得意の力強いカットイン、ディスタンスシュートなど連続得 


点で同点に追いつく。その後両チームとも1点差をめぐる 
攻防が続き前半を15— 16シリアリードで終了。 

後半に入ると前田、東が得点を重ねるが、シリアも14番 
のポストの活躍でなかなか追いつくことができない。後半残 
り8分、シリアの エース 11蚕、14蚕の連続ポストシュー I 

卜の得点でリードを広げられる。日本は東のデイスタンス、 I 

今大会初出場の GK 志水の 7 m セーブで追いすがるが、相手 
の攻撃を守りきることができず結局34 -31 の3点差で夕 
イムアップ。日本は6位に終わった。レフェリーの笛もシ 
リアよりだったことは否めないが、大事な勝負どころでシュ 
ートを決められなかった。日本の課題も浮き彫りになった試 
合だった。 

<得点:> 門山8、東5、豊田•前田•富田4、中川2、化林- I 

永島•中富-猪妻1 

[女子】 

▼チ選リーグ 

日本31 (14 — り、17 — 9) 20チャイニーズタイペイ 

[戦評]全日本女子チームは初戦にチャイニーズタイペイを 

迎えた。前半立ち上がり、金城の先制点でスタート。しかし 

後が続かない。対してチャイニーズタイペイは、高くアグレ 

ッシブなデイフェンスと機動力を活かしたホフェンスで日本 ■ 

のミスを誘う。前半14分、長野の速攻や坂元の 7 m スロー 

獲得で好機を得るが、シュートミスや失点でなかなかリズム 

をつかむことができない。山田のシュートで4点リードとす 

るが、それな上のリードを奪うことができず14一 11で前 

半を折り返した。 

後半開始直後に坂元が得点するが、やはり絶対的なリズム 
をつかめないまま時間が過ぎていく。しかし徐々にチャイニ 
ーズタイペイの特徴をつかんだ日本は、守っては飛田の好セ 
一'ブを速攻につなげ、攻めては高いチャイニーズタイペイの 
DF の裏のスペースを坂元、谷口のポスト勢が効果的に攻め、 

後半20分には7点のリードを得た。その後も日本はペース 
を譲らず、4連続得点、日連続得点でチャイニーズタイペイ 
を突き放し、31 - 20でタイムアップを迎えた。 

初戦を勝利で終えることができたが、課題も多く残る試合 
であった。ベルト•バウワー監督曰く、"課題があるという 
ことは進歩の余地があるということ"。 

《得点》金城5、小野澤•谷口•長野4、小松•佐久川•坂元 • I 

早船•水野•山田•植垣2 I 

日本40 (22 — 7、 18 —6) 13タイ 

[戦評]出だしは両チームとも様子を見るようなゲーム展開 
であったものの、前半5分 t ソ降は日本ががっちりと試合の 
リズムをつかみ、11連続得点で一気にリードを奪った。戦 
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術の変更やタイムアウトを勇区使して、なんとか日本の流れを 
止めたいタイであったが、日本は早船や植垣を中ふに着実に 
得点を重ねて 22-7 の大量リードで前半を終えた。 

後半も日本チームはリズムを崩さず、後半10分には30 
一8と試合を決定づけた。その後も気を緩めることなく、 
次の試合につながる下寧な試合運びをして40— 13でタイ 
ムアップを迎えた。タイは選手のハンドボール歴が3〜4 
年という若いチームである。ハンドボールの技術は曰本に及 
ばないものの、一生懸命にハンドボールに取り組む謙虚な姿 
勢は見るものにさわやかな印象を与えた。 

<得点 > 早船-植垣6、佐久川•谷口 •山田4、金城-か野- 
大前3、小松•東濱•坂元2、小野澤1 

韓国28 (16 — 9、 12-12) 21日本 

[戦評]立ち上がりは、金城がディスタンスシュートを決め 
ると、すぐさま韓国左腕の CHOI がカットインで取り返すと 
いう、雨チームともに譲らない展開となった。前半中盤、韓 
国のエンジンがかかり始め、エース MOON や左腕 WOO の 
得点で日本を引き離しにかかる。しかし日本は谷口や植垣の 
得点で粘り強く唆らいついた。前半20分、この時点で10 
一7と韓国がリード。試合終了後にベルト•バウワー監督 
が"前半20分からの5分が勝負の分かれ目"とふり返るよ 
うに、この5分間で韓国チームが6ゴールを奪取した。対 
して日本チームはわずか1得点にとどまり、韓国チームが 
大きく流れを引き寄せた。 

後半は両チームの得点こそ12— 12の同点であるが、前 
半の貯金がある韓国は終始リラックスしたハンドボールを展 
開した。巧して日本はなかなか縮まらない点差にタフな戦い 
を強いられた。結局、前半の点差が響く形となり、 28 — 21 
の7点差で韓国が勝利した。この試合で収穫といえるのは、 
前半、韓国にスパートを許してしまった時間帯の課題を、終 
盤までに修正できたことであろう。 

ぶ得点>金城7、谷口 4、小野澤•水斷•長野2、小松•早船 • 
大前 • 植垣1 

▼準決勝 

カザフスタン32 (15 — 14、17 —14) 28日本 

[戦評]決勝進出か、それとも3 — 4位決定戦か。本戦の結 
果で命運が分かれるだけに、絶対落とせない試合となった。 
体格面で大きく上回るカザフスタンを相手に、いかにライン 
際の攻防をしのぐかがこの戦いのキーポイントとなった。序 
盤、金城がシャープやディスタンスを決めると、続いて谷口 
が得点を挙げて日本に勢いをつける。しかしカザフスタンも 
長身の AJ の ERSKAYA 選手が豪快なシュートを決めて譲らな 
い。前半7分過ぎからカザフスタンが5連続得点を挙げて 
日本を突き放しにかかるが、早舶が気を吐いてカザフスタン 


に待ったをかける。その後も、一進一退の展開が続き、17 
一14、カザフスタンの3点リードで前半を折り返した。 

後半開始直後、カザフスタンの体格を活かした攻めに、一 
時は日点リードを許すものの、好調の早船が太ももに打撲 
を負いつつも連続得点を挙げ、2点差まで詰め寄る。しかし、 
何度か好機を得るが、ミスで攻擊を断つ形となり、それ K 上 
点差をつめることができない。日本は、早いボール回しにク 
ロスを織り交ぜ、早船や金城がシャープなシュートを打ち达 
むおでカザフスタンを追いかける。対してカザフスタンはフ 
リースローからのディスタンスシュートで得点を重ねる。曰 
本にとっては、得点はするものの、カザフスタンのディスタ 
ンスシュートを止めることができず点差が縮まらないという 
歯がゆい展開となった。終始カザフスタンが3〜4点のリ 
ードを保ったまま、32 — 28でカザフスタンが勝利した。 

く得点》早船9、金城5、山田4、水野•谷口 3、佐久川2、 
小松-長野1 

▼3 位決定戦 

日本25 (16 — 13、9 一 9) 22中国 

[戦評]試合開始早々、日本は4連続得点で勢いをつける。 
中国はキャプテンの U 選手を中んに得点を返すも日本の勢 
いをとめられない。谷口のフリースローがらの直接ゴールや 
大前の技ありサイドシュートは少なからず中国に動揺を与え 
たようである。この曰はコートプレイヤーの活躍もさること 
ながら GK も日本の進撃に大きな役割を担った。飛田が中国 
エース WANG のデイスタンスを止めると、 7 m スローでは 
田中が股下にさそったシュートを見事シャットアウト。この 
GK の活躍が日本の守りに安定感をもたらした。日本は終始 
3〜4点のリードを保ち、16— 13で前半を巧り返した。 

後半は日本の3連取でスタートした。この時点で 19 — 
13の6点差がついた。しかしここで日本の勢いが止まって 
しまう。中国の高く厚い守りに、思ったように得点をする 
ことができない。対して中国はキャプテン Li 選手が得点を 
重ね、後半20分には21…21と試合を振り出しに戻した。 
このまま逆転を許してしまうのか？という嫌な雰囲気が漂っ 
たが、途中出場の東潰が GK の逆をつく見事なディスタンス 
シュートを放つと、続いて金城がゴール隅ぎりぎりにきっち 
りとシュートを決めて再び日本に流れを呼び戻した。最後は 
早船がスカイプレイを決めて勝利を確実なものとした。残り 
10妙のカウントダウンの中、日本は 25 — 22の3点差で 
歓喜のタイムアップを迎えた。これまで自らのミスでチャン 
スを逃してきた日本。しかしこの試合では、ここぞという時 
にきちんと守り、得点を挙げることができた。日本代表とし 
て成長の見られるゲームとなった。 

《得点》金城•谷口 •山田5、早船3、佐久川•水野•大前2、 
東濱1 




■第 15 回アジア競技大会 


■その他試合結果 


惕子】 

▼予選リーグ A 組 

バーレー ン 53 (27 — 5、 26-6) 11 マカオ 
カタール48リ9 一 2、9 - 10) 19 インド 
インド 31(17 — 5、14 一 9) 14 マカオ 
バーレー ン 47 (の一15、 25 —15) 30 インド 
カタール52 (24 — 5、 28 — 7) 12 マカオ 
カタール29り0 — 13、19 - 12) 25バーレーン 
[順位]① カタール③バー レーン⑤インド④マカオ 
▼予選リーグ B 組 

イラン27 (15 — 10、12 - 15) 25中国 
中国30 (18-10、 12-13) 23香港 
クウェート21 (16 — じ、 5-2) 14イラン 
イラン％ (13-10、 23-8) 18香港 
クウェート33り 8 — 9、巧一 14) 23中国 
クウェート41 (20 — 14、 21-9) 23香港 
〔順位] ① クウェート ⑤ イラン ⑤ 中国 ④ 香港 
▼予選リーグ C 組（日本戦を除く） 

サウジアラビア33 (17 - 1 K 16-18) 29 UAE 
UAE 46 (24 - 19、22 — 8) 27ウズベキスタン 
サウジアラビア引 (24 - 1 K 27 - 12) 23ウズベキスタン 
[順位]①サウジアラビア③日本 ⑤ U A E ④ウズベキスタン 
▼予選リーグ D 組 

韓国38り 8- 17、20 - 19) 36シリア 
シリア37 (18- 13、19 — 巧）28レバノン 
韓国45 (23 — 11、 22 —18) 29レバノン 
[順位] ① 韓国 ③ シリア ③ レバノン 
▼本戦ラウンド A 組（日本戦を除く） 

韓国43の一巧、の 一14) 29バーレーン 
クウェート32 (20 — 10、12 - 18) 28バーレーン 
クウェート32り 5- 10、 17 —16) 26韓国 
[順位] ① クウェート ③ 韓国 ⑤日本 ④バーレーン 
▼本戦ラウンド B 組 

カタール 27 (12 — じ、15 -12) 24イラン 
シリア34 (15 - 1し19一 14) 25サウジアラビア 
カタール 29 (17 — 7、14 - 14) 21シリア 
イラン28 (15 — 8、13- 11) 19サウジアラビア 
カタール10の一0、 0 — 0)0 サウジアラビア 
イラン30 (13 — 8、 17 —17) 2日シリア 
[順位] ① カタール ③ イラン ⑤ シリア ④ サウジアラビア 
▼順位ミ夹定ラウンド 

UAE 42 (27 — 10、 15 —18) 28インド 
レバノン31り 4 — 13、17 - 15) 28中国 


ウズベキスタン46 (24- 15、の 一 20) 35マカオ 
▼13 位ミ夹定戦 

香港35 (19-18、 16 —14) 32ウズベキスタン 
▼ n 位決定戦 

中国34 (18 — 14、16— 19) 33インド 
▼9 位決定戦 

レバノン31(12-12、19 - 17) 29 UAE 
▼7 位決定戦 

バーレーン32 (18-18、 14—13) 3;サウジアラビア 
T 準決勝 

クウェート31 (16 — 10、15 - 12) 22イラン 
カタール40 (19 - 13、21 ~ 15) 28韓国 
▼3 位決定戦 

イラン31り 4 — 11、 17-16) 27韓国 
▼決勝戦 

クウェート 27 (13 - 1 K 14 - 13) 24 カタール 

[最終順位]①クウェート③カタール⑤イラン④韓国⑥シリ 
ア⑥日本⑦バーレーン⑥サウジアラビア③いくノン ® U A E 
⑩中国⑩インド⑩香港®ウズベキスタン®マカオ 

【女子】 

▼予遇リーグ A 組 

カザフスタン23 (13-6. 10 — 6) 12ウズベキスタン 
中国56巧9一]し 27-8) 19インド 
カザフスタン38 (18 — じ、20 — 5) 17インド 
中国46 (24 — 9、 22-8) 17ウズベキスタン 
カザフスタン32り 5 — 9、 17-16) 25中国 
ウズベキスタン29 (14 — 9、 15-15) 24インド 
[順位]①カザフスタン③中国⑤ウズベキスタン④インド 
▼予選リーグ目組（日本戦を除く） 

韓国45 (22 — 7、 23-7) 14タイ 
韓国44 (23 — 8、21 -9) 17チャイニーズタイペイ 
チヤイニーズタイペイ30り7— 12、13— 12) 24タイ 
[順位]①韓国⑤日本③チャイニーズタイペイ④タイ 
▼準決勝（日本戦を除く） 

韓国34り8— 14、16 - 18) 32中国 
▼7 位決定戦 

タイ43 (25 — 9、18 - 11) 20インド 
▼5 位決定戦 

チヤイニーズタイペイ 26(16— 11、 10—14)25 ウズベキスタン 
▼決勝戦 

韓国29 (14—14、 15-8) 22カザフスタン 

[最終順位]①韓国③カザフスタン⑤日本④中国⑤チャイニ 
ーズタイペイ®ウズベキスタン⑦タイ⑧インド 





平成 18 年度高松宮記念杯男子49 回•女子 42回全日本学生選手権大会 


巧子は日本化育大学、^ 

女も筑波大学が優勝 



^lllllllllllll 東海学生ハンドボール連盛理事長•大会副委員長飼沼敏雄 


男子第49回-女子第42回平成18年度全日本学生選手 
権大会（平成18年11月16日〜20日）が協会設立60周 
年をむかえた愛知にて開催されました。本大会が成功裏に終 
了できましたのも、全日本学生ハンドボール連盟、愛知県ハ 
ンドボール協会はじめ、運営委員等関係者の皆様のご協力に 
よるものと感謝しております。 

さて、本大会を主管した東海学生ハンドボール連盟は、選 
手のご活躍を願い、記憶に残る大会に仕上げるべく開会式を 
はじめ各方面の手配•準備を進めてまいりました。開会式は、 
名古屋市公会堂大ホールにて、前年度優勝校男子筑波大学、 
女子武庫川女子大学による優勝旗返還、国歌演奏などが盛大 
にとり行われました。さらに、本年ポーランドで開催された 
世界学生選手権大会に出場し、男子5位、女子4位のが成 
績を遂げた代表選手および役員の紹介とスピーチが行なわれ 
ました。また、全日本男子監督を退任された松井幸禍氏（日 
本体育大学監督）の表彰もあわせて行われました。 

続いて、地元大同特殊鋼コーチの趙範が氏、トヨタ車体監 
督の酒卷清治氏を招いて、「アジアの ハン ドボールが ヨー ロ 
ツ パに通用するか！」という テーマで パネル デ イス カツシヨ 
ンが行われました。それぞれ代表選手として活躍し、現在卜 
ツプチームを指導しているお二人の3 メントは豊富な経験に 
培われたものだけに非常に重みがあり、興味深く示唆に富む 
ものであったと思います。選手だけでなく、多くの指導者か 
らも好評をいただきました。 

全国各地区から男子32チーム、女子24チームによる卜 
ーナメントの戦いは、平日にもかかわらず、連日多数の来場 
者があり、その景ミ響もあってか学生らしい好ゲームが続きま 


した。注目の男子2回戦では、地元東海勢の雄中部大学が前 
年度覇者筑波大学に挑みましたが、1点差で惜しくも敗れま 
した。これで、地元東海勢は男女ともすベて敗退し、やや残 
念なをき果となりました。 

ベスト8に残ったのは男子が関東6チーム、関西•九州 
各1チーム、女子が関東4チーム、関西3チーム、九州1 
チームとなりました。男子は昨年に引き続き関東勢が、女子 
は関東勢と関西勢の充実ぶりがクローズアップされました。 

準々決勝〜準決勝は±曜•日曜ということもあり、地元は 
もとより県外からも多数の中•高校生が来場し、館内超満員 
で緊迫したゲームが繰り広げられました。決勝戦は、 GK 宇 
野を中ムに粘り強いデイフエンスとバランスのとれた攻撃力 
を誇る早稲田大学と GK 東の堅守から得意の速攻、さらに東 
長潰-棚原のルーキーコンビの活躍で駒を進めた日本体育大 
学の戦いとなりました。両チームとも最後まで譲らず決勝戦 
に相応しいゲームとなりましたが、日本体育大学が延長戦の 
末35対33で、3年ぶり17回目の優勝を飾りました。 

女子は、要所を元韓国代表•張や五月女、藤井ら4年生 
の活躍で駒を進めた東京女子体育大学と春-秋のリーグを制 
した筑波大学の関東勢同±の対戦となりました。学生界屈指 
の GK 下地を軸に、主将でエースの糖口、2年生ゲームメイ 
力一石立らの個人技とバランスの良し、組織力で筑波大学が接 
戦を抜け出し、2年ぶり9回目の優勝を飾りました。 

最後になりましたが、今大会に参力日した選手-役員の皆さ 
んの今後のご活躍をお祈りすると巧に、日本協会をはじめ、 
各関係者にふから感謝申し上げます。ありがとうございまし 
た。 
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平成 IS 年庭急松度記念杯劳モが回-女子お回全日本学を遵手樓太会 


••一 . 優勝校の喜びの声 . . 

【男子便勝巧】 優勝しておうこと 曰本体育大学男子ハンドボール部主将千々渡英明 


自分は何のために ハン 
ドボールをやっているの 
か、 チームの 皆は何のた 
めに ハン ドボ ー ルをやっ 
ているのか。4年間 ハン 
ドボールをやっ てきて、 
そして優勝して分かった 
気がします。 

優勝するまでは、上手 
くなりたい、高校で果た 
せなかった日本一になり 
たいと思っていました。 
だからこそ苦しい練習に 
耐えることも出来ましたし、もっと遊びたい、練習を休みた 
いという欲求も我慢できました。その我慢は、チーム全イ本に 
もっともっと上手くなってやろうという気持ちを芽生えさせ 


ました。そしてこのチームの主将として、優勝した今となっ 
て分かった気がします。 

このチームの一人ひとりは、個人の活躍や自分の名誉のた 
めにハンドボールをやってはいません。チームの勝利のため 
に、仲間のためにプレーをしています。 

そして何のためにハンドボールをやっているか。こうした 
仲間と優勝した喜びをがわうため、先生と共に喜べるその時 
のために、自分たちはやっていたのだと思いまず。仲間や先 
生、練習や日々の生活を思い返すことで、喜びは無限に大き 
くなり、自然と涙も出てきます。 

そんな今だからこそ、このチームにも4年間にも満足でき 
たと思います。そして、このチームの主将を務められたこと 
を誇りに思います。 

この優勝は、たくさんの人達の支え、協力があったからこ 
そのものです。この場を借りて、ふからお礼申し上げます。 
本当にありがとうございました。 





Power & Value 

含 IDEA ^ TECHNOLOGY ♦’ MATERIAL 

力の結集げ新たな未来を創り出す。 

皆大同特殊鋼 

www.daido.co.jp 
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平な 1 せ年度嵩摇宮記惹杯男子 49 回，女子が回を日本学ち選手權大爸 


.. 優勝校の富びの声 . 

【女モ巧踩巧】 自巧とチームメイトを信じて 筑波大学女子ハンドボ-ル部主将極口真央 


昨年のインカレは準決勝敗退に終わり、あの日から1年間、 
この名古屋インカレのために日々努力してきました。無冠で 
終わってしまった1年間から学んだこと、先輩達から受け継 
いだ思いを胸に、必死に練習しました。「自分を変えること 
がチームを変えることになる」と一人ずつが妥協なく頑張っ 
てさました。 

1戦目までは相手チームの十分な情報はなく、自分たちの 
試合をする事を頭におき戦いました。まずまずの試合ができ 
たと思います。準決勝の相手はこれまでに何度も対戦してい 
る茨城大学。まずはこの試合で勝って決勝へ進まないとリベ 
ンジへの挑戦権が得られません。お互いの手の内を分かり合 
っているだけに気の抜けない試合でしたが、決勝につながる 
試合ができました。 

そして迎えた決勝戦。相手は東京女子体育大学。試合前 


に、「今まで頑張ってきた自分と、このチームメイトを信じ 
ること。信じて目の前の1本1本に集中すること。そうすれ 
ば60分経って笑ってるのは私らだから」と全員で気持ちを 
入れ臨みました。前半の立ち上がりはこれな上ない出だしで 
した。攻守のリズムがかみ合い、了寧に試合を運ぶことがで 
き、前半は4点リードで巧り返しました。し力、し、後半早い 
時間に追いつかれ苦しい展開が続きました。ミスからの速攻 
で簡単に得点されて、残り10分で3点のリードを許し、劣 
勢の時間が続きました。相手チームの勢いや自分たちのな撃 
のリズムが崩れてしまっていることを考えるとその3点は簡 
単にひっくり返せるものではなかったかもしれませんが、そ 
の後のタイムアウトで「やるべきことをやるだけ。大丈夫。」 
と確認し合い、着実に1点ずつ返して、 GK を軸に必死で守 
り、残り1分を残すところで逆転しました。何とかその1点 

を守りきり、目標であ 
った金メダルを獲るこ 
とができました。頑張 
った分ちゃんと結果は 
ついてくるということ 
をこのメンバーで証明 
でき、ふから嬉しく思 
います。 

これまで指導して下 
さった先生方、また 
様々なケアをして下さ 
ったト レーナ ーさん、 
そして近くから、遠く 
から私たちを支えてく 
ださった皆さんに本当 
に感謝しています。 



us/mi ず 


ECOI.OGV 


nriirid 

豊かな巧曰を切り關く、大崎マインド。 

限られた貸源だから、有意基に使って し 巧たい。命あるものたちが共をずる地球だか弓、快適な環境を守つていきたい。 

計測•制御の専門 メー カーとして時化をリードずる大崎は、 ユ ニークな発想と探究むで省エネ、省力化機器など、つねに技術革巧をこころびけていまず。 



大時電気工業株なちな 

本社干141-日已46ま京巧品反田吕 -2-7 TE し {03)3443-7171( f ' t 表） 
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平成 1 な;年度高松宮記念杯勇子邮固 • 女モ妃回を日本学ち選を権大尝 


戦いの跡 


【男子戦評] 

▼準み勝 

日本悚大28 (15 — 14、13— 12) 26日本大学 

日本大の高い 3-3 デイフェンスに対し日体大はポスト生 
川を中ふに展開し得点を重ねる。日本大も負けじと、ま藤の 
デイスタンスシュート、村上のカットインで追い上げるが、 
曰体大 G K 東の堅守を起点に速攻でリードを広げる。チーム 
タイムアウトをきっかけに落ち着きを取り戻した日本大が反 
撃を開始し、1庶差で折り返し。 

後半に入ると橋本•村田のサイドシュートにより、日本大 
がリードを奪う。その後、両者ともに得点を重ね、1点差を 
争う緊迫したゲームが展開される。後半28分、日本大に痛 
恨の退場者！そのチャンスに東長浜-棚原のルーキーコン 
ビが連続得点に成功し、日体大が辛くも勝利を手に入れた。 
出色の好試合。 

早稲田大28 (15 — 11、13— 12) 23大阪体大 

前半、早稲田デイフてンス輝の奮闢による速攻が巧を奏し 
得点を重ねていく。巧する大体大も高智の突破力を生かした 
攻攀で早稲田デイフェンスを攻め立てる。前半21分、大体 
大は続けざまに2名の退場者を出し、前半最大のピンチを迎 
える。この好機を逃さず、早稲田は岸川•.松信•野村等が連 
続得点をものにし、4点のリードを奪い前半終了。しかし終 
了間際、早稲田も退場者を出し、波乱含みの後半戦へ。 

早稲田は退場者を抱えて迎えた後半であったが、難なくこ 
のピンチを乗り切った。その後、早稲田は水野•黙村•岸川 
が中ふになって4連続得点に成功。大体大も新-城上らの速 
攻で追い上げを試みるが、精彩を欠き8点のリードを許して 
しまう。終盤、奥井•西山等が4連続得点をあげ、車しみなが 
らも大体大の歯車が回りだす。しかし時すでに遅く、早稲田 
が決勝への切符を手に入れた。 

▼決勝戦 

日本が大35 (16—16、 12 —12) 33早稲田大 
(2 — 2延長5 — 3) 

前半スタート、曰体大はポストを生かしたセットのオフェ 
ンスから得点をし、対する早稲田は相手のミスやパスカット 
から速攻で得点を重ねる、一進一退のな防。試合が動き出し 
たのは、ラスト10分。早稲田の退場から、日体大が3点差 
とする。しかし早稲田がデイフェンスシステムを6 . 0に変 
え、速攻から得点を重ね16 — 16で巧り返す。 

後半スタート、早稲田はスカイプレーなどでリズムをつか 
む。日体大もお家芸の速攻で応戦する。中盤、早稲田のシュ 


ートミスから、曰体大得意の速攻から4点リードとする。し 
かし、日体大村山の負傷退場時に、早稲巧は粘りのディフエ 
ンスから、同点に追いつき、一進一退の攻防で延長戦に突入 
する。 

延長前半スタート。両者一歩も退かず同点のまま後半へ。 
最後は終始攻め続けた日体大が、3年ぶり17回目の優勝を 
決めた。 


[女子戦評】 

▼準決勝 

東女体大26 (10 — 13、16 — 9) 22大阪教大 

両チームとも硬さが目立つ立ち上がり。東女体が藤井のデ 
イスタンスシュートで先制するが、大教大は植垣•江口らの 
速攻を中ふに点差を広げた。東女体も藤井-和嶋の鋭いシュ 
ートで追い上げを図るも、大教大の3点リードで前半を終了。 

後半、退場者を背負い苦しくなった東女 f 本であったが、加 
藤•張らが5連続得点の活躍を見せ、逆転に成功。さらに東 
女体は藤井のデイスタンスシュートで点差を広げた。しかし、 
大教大も粘りを見せ、植垣•大城らの得点で追い上げを図っ 
たが、なばなかった。 

筑波大学37 (19-6、 18-7) 13茨城大学 

硬いデイフ卫ンスの筑波大が速攻でリズムをつかみリード 
を広げる。茨城大も大河内のカットイン、須賀のポストプレ 
一等で巻き返しに出るが、筑;波大 GK 下地の攻守に阻まれぺ 
ースをつかめない。榻口 -伊藤の速攻等で筑波大がさらに点 
差を広げ、19 -6 で前半を終了した。 

後半、筑波大学は絹口を中ムとした展開力あふれるプレー 
で得点を重ねる。钻る茨城大も西坂-高橋等を中むに筑波デ 
イフェンスの突破に成て力するが、筑波大もすぐに堅牢さを取 
り戾し反撃を封じた。その後も筑波大は伊藤•高橋等の速攻 
を軸にリードを広げ、貫禄を見せ付けだ。 


▼決勝戦 

筑波大学24 (14 — 10、 10-13) 23東女体大 

スタート筑波大の多彩なセットオフェンスのバリエーシヨ 
ンから4…〇リードし、東女体はタイムアウト後筑波大のミ 
スから流れを捆み速攻で追い上げる。筑;波大はゴールキーパ 
一を中ふとしたしっかりした試合運びで、ミドルシュートな 
どで攻撃の手を緩めず。東女体は張選手の個人技で追い上げ 
るも就波大リードで前半終了。 

後半10分ついに東女体が筑波大に追いつき逆転すると1 
点差を争うシーソーゲーム。筑波大稲口負傷退場の間に東女 
体は2点をリードするも、東女体退場者の際に石館のカット 
インから再び同点に戻す。その後、ゴールキーパーの好セー 
ブで1点差を守り、筑波大学の2年ぶり9回目の優勝。 
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JAPAN CUP HANDBALL 2006をふソかスつて 


大阪ハンドボール協会理事長中村博幸 


まずは、全日本男•女のアベック優勝おめでとうございま 
す。選手•スタッフの皆様もホッと胸をなでおろしておられ 
ることと思います。最強の韓国•中国ではないにしても、全 
日本の肩書きを背負っての国内での国際大会は、やはり責任 
感をヒシヒシと感じた戦いだったと思います。 

な前、兵庫県で開催された、オリンピック予選でみた全日 
本男子チームよりもふ、技体ともワンランクアップ成長した姿 
を見ることができました。試合運びもスピードアップし、从 
前は個人技でがむしゃらにプレイしていた印象が強くあった 
のですが、今回はオフェンス面でもデイフェンス面でもコン 
ビプレー、組織プレーが随所にみられ、成長の跡が顕著に見 
えました。今年のオリンピック予選に大きな期待が持てる印 
象を持ちました。 


女子の全日本チームは田中、坂元、佐久川らのベテラン勢 
の活躍が目立ちましたが、選手層の薄さを痛感しました。化 
京オリンピック予選に向けて若手の台頭が望まれます。 

2曰目の午前中に行われた、ちびっ子ハンドボール教室で 
は、試合前にもかかわらず、精力的に子ども達を教えていた 
だき、又いい表情での指導は、非常に好感が持てました。大 
阪の子ども達にとって、一生の思い出となる時間だったに違 
いありません。 

大会全般の内容は、韓国、中国チームのマナーの悪さが目 
立ちました。女子の JHL 選抜 VS 韓国戦では審削の判定に対 
する不満で、タイムアウト中に観客席から韓国スタッフが出 
てきて審判の頭を平手で殴り、足で織ってくるという行為が 
ありました。化の韓国スタッフが出てきておさめ、大事には 


，規模•高速•高効 
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ミ JAPAN CUP HANDBALL 2006 



JHL 選抜 

韓国 

中国 

数 

勝-分-敗 

得点 

失点 

差 

点 

1位 

曰 

本 （ JPN ) 


32 023 

37019 

38 022 

3 

3-0-0 

107 

64 

43 

6 

2ィ立 

JHL 選あ ( JHL ) 

23 *32 


30 0 27 

32 027 

3 

2 — 0-1 

85 

86 

-1 

4 

3位 

韓 

国 ( K 0 R ) 

19参37 

27*30 


24 021 

3 

1-0-2 

70 

88 

-18 

2 

4位 

中 

国に HN ) 

22善38 

27*32 

21 *24 


3 

0 — 0 — 3 

70 

94 

-24 

0 



日本 

中国 

JHL 選あ 

韓国 

数 

勝-分-敗 

得点 

失点 

差 

点 

1位 

日本 ( JPN ) 


30 A 30 

33019 

20017 

3 

2-1-0 

83 

66 

17 

5 

2位 

中国に HN ) 

30 A 30 


29 0 21 

33 027 

3 

2-1—0 

92 

78 

14 

5 

3位 

JH し選あ （ JHL ) 

19«33 

21 *29 


28 021 

3 

1-0-2 

68 

83 

-15 

2 

4位 

韓国 ( KOR ) 

17 •SO 

27*33 

21 •28 


3 

0-0-3 

65 

81 

-16 

0 


至りませんでしたが、またその試合で韓国の監督が、同じく 
削をに不満でハーフタイムにベンチから自ら退場し監督交代 
というハプニングも起きました。親善試合ということで、そ 
のまま交代で続行されましたが、後味の悪い試合になりまし 
た。 

最終戦の全日本 VS 中国戦では、中国の粗暴行為があり、 
失格•退場者が続出し、スコアシート1枚では書ききれない 
事態となりました。国際大会の運営の難しさを改めて痛感し 
ました。しかし全日本、 JHL 選抜の曰本選手の挨搂や態度に、 

国固- 

【男子1 

日本32 (16-12、 16-11) 23 JHL 選巧 

[戦評] JHL 選抜の高いデイフェンスで日本は攻めあぐむ。 
6分過ぎから日本の攻撃がりズムに乗り、宮崎からのクロス 
パス、及び相手のミスからの速攻で 13-5 と突き放したか 
に見えたが、 JHL 選抜2ホ松の2本連続、村上（秀）の3 
本連続で 13-10 と3点差に。ここで日本がチームタイム 
アウトを取る。残り7分からは、一進一退のゲームで前半 
16 -12で終了。 

後半早々 JHL 選抜の 7 mT を獲得し、追い上げと期待した 
が、やはり日本は速攻3、ポスト3、ミドクレ3、カットイン 
などで着々とカロ点し、後半15分で26 - 16と10点差に広 
げる。しかし、日本は15分から20分までの5分間に退場 
3名（同時には2名）、 JHL 選抜福田、村上诱）で追い上 
げたが点差が縮まらなかった。 


大阪のスタッフにがする感謝の気持ちが伝わつてきたのが救 
いでした。政前は記事に辛ロコメントを書きましたが、前述 
のように、日本選手のふ•技-体の成長が今後に期待を残し 
た大会でした。 

最後になりましたが、急な申し出で、十分な運営ができま 
せんでしたが、この大会を開催するにあたり後援をいただき 
ました大阪市をはじめ関係各位に巧し、この場をお借りしま 
して、御礼申し上げます。 


《得点》豊田5、宮崎-中川4、松林•前田-永島•香川- 
富田3、中皇2、ま•門山1 

日本37 (22 — 11、15 — 8) 19韩国 

[戦評]前半立ち上がり雨チームとも、ミドル•ロングシュ 
ートの打ち合いとなった。5— 1 DF で集中力の高い日本が 
7分過ぎまで4 一 2とリードし、試合の主導権を捆む。そ 
の後、宮崎、中川のミドル、ロングを警戒する韓国 DF の裏 
のスペースをつき富田の確率の高いポストシュートで得点を 
重ねた。前半中盤、コートを広く使った展開から絶妙なポス 
トパス、フェイントからカットインで得点するが韓国もエー 
スのキム•ジフンの活躍で応戦。しかし、ラスト10分を過 
ぎると、日本は固い DF から速攻、豊田、中川、宮崎らの活 
躍で一気に韓国を引き離した。 

後半に入り、東、香川、中薑らの若いメンバーも投入し順 
調に得点を積み重ねた日本。前半の大量リードを守りきり 



KIRIN 


ビールのがみごたえ。 

丰リ：!ラガザ-ル 

飲酒は20歳になってから。お酒は楽しく、ほどほどに。 
空きびんはお取扱い店へお戻しください。 

妊娠中や授乳期の飲酒は、胎児•乳児の発育に 
悪影響を与えるおそれがあります。 

ホリンピ-ル株巧舍巧 www . kirin . co.jp 
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JAPAN CUP HANDBALL 2006 


37 — 19 で勝利を収めた。 

《得点》富田7、豊田•宮崎•中川-香川4、松林•中富3、 
前田-永島2、東•武田•猪妻•門山] 

日本38 07 — 10、21— 12) 22中国 

[職評]立ち上がり日本は高い中国デイフェンスの裏を巧み 
につき、ポストを使った攻撃を繰り出し、中国デイフェンス 
の イエロ ーカー ドを誘った。一方、中国は高い身長から繰り 
出すロングシュートを狙いながら、ポスト攻攀を織り交ぜ、 
10分まで日本 4 — 3中国とした。その後日本はデイフェン 
スシフトをうまく変えながら、中国の攻撃を防ぎ、4番前田 
が要所で得点をあげ、20分には12 — 6とした。日本はそ 
のまま流れを搁み試合を進め、 17— 10で前半を終えた。 

後半に入っても日本は試合の主導権を握り、10分で24 
-13 とした。その後中国はラフなデイフェンスで退場者を 
出し、 CP が3人になる場面も見られた。また中国 GK が攻 
撃に参加する珍しい展開もあった。日本は GK 坪根のファイ 
ンセーブで中国の得点を阻止するとともに得点を重ねた。後 
半15分が降メンバーを変える余裕も見せ、38 — 22で中国 
に快勝し、ジャパンカップ2006の優勝を飾った。 

《得点》前田8、猪妻5、中…•中皇-門山4、東3、豊田- 
富田•宮崎•香川2、松林•武田1 

【女子】 

日本33 (18-9、だ一 10) 19 JHL 遥抜 

[戦評]前半日本は開始5分間に GK 16 田中（麻）選手の 
確実なキーピングからハーフ速攻などで3点を連取するも、 
10分まで5点とミスで加点できない。しかし、 JHL 選抜も 
GK 田中（ ㈱ にことごとく阻まれ9分にやっと1点を伊藤 
が得点、その後日本は5点を連取し一気に JHL 選抜を引き 
離しダブルスコア 18 — 9 で前半は終了。 

後半は、淡々とした両チームの攻防が続くが、日本 GK 飛 
田が15分間 JHL 選抜チームのシュートを好守し2点しか 
取られなかった。その間に日本は次々に加点し、試合の大勢 
を決した。 

《得点》田中（美）7、小野澤•佐久川•巧元•長野4、東濱， 
大前•菅野-伊藤2、か野•寺田1 


日本20 (9 — 11、11 —6) 17巧国 

[戦評]身長で大幅に日本を上回る韓国は、ロングシュート、 
カットインを試みても得点に至らず、日本もオフェンスミス 
が続くも GK 勝田のセーブに助けられ、長野、東濱のロング 
などで10分まで5 — 2とリードする。前半中盤、韓国はス 
テップシュート、ランニングシュートで点差を縮める。日本 
田中（美）のステップシュート、ミドルシュートで得点を重 
ねる。しかし、前半終盤韓国はオフェンス、デイフェンスと 
もにリズムに乗りだし、逆転し2点差をつけ前半を終了した。 

後半早々日本はカットインで同点に追いつく。その後韓国 
は果敢に攻撃するが得点にはつながらず、 GK 勝田の好セー 
ブが光った。中盤は両チームとも攻めあぐみ、得点につなが 
らない均衡した状態が続いた。ラスト10分を切り韓国 DF 
の退場をきっかけに日本は速攻などで4連取した。ラスト日 
分再び同点となったがパスカットなどの速攻で再び連取し、 
最後は3点差をつけ、粘る韓国を退けた。 

《得点》田中（美）8、佐久 j II 4、か野3、東濱•小野澤•坂元 • 
大前 • 長野1 

日本30 (14- 14、 16-16) 30中国 

[戦評]立ち上がり身長差で上回る中国はロングシュートで、 
日本は果敢に攻めポストを有劾に利用し応戦する。前半10 
分までは互角の勝負。その後、中国は、ロングシュートに 
対応する日本に対し、ポスト、サイドを使う攻撃に切り替え 
た。一方、日本は巧みなパス回しからサイドシュート、カッ 
トインなどで得点をあげ、一進一退の緊迫した試合展開とな 
り 14- 14で前半を終えた。 

後半、両チームは疲労が増すなか、必死の攻防が続き、後 
半9分 20 — 20の同点。後半中盤から、両チ-"ム持に激し 
いディフェンスが続き、退場者が多く出たものの、互いに譲 
ることなく試合を進めた。最終的には30 - 30 の同点で終 
わったものの、前半 GK 飛田、後半は GK 勝田の好セーブが 
印象に残り、 CP では田中（美）の健闢が光った。 

《得点》田中（美）11、佐久川5、東續•あ元•長野3、小野澤， 
水野2 
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〜化なは大义ホか〜 

2007年が明けた。今年のハンドボール界は、大げさ 
に言えば性死を賭けた」戟いが待ち受けていると言っ 
ても過言ではあるまい。 

悲願のオリンピック出場への大一番、アジア予選が 
ある。ご存じのように男子は88年のソウル大会、女子 
はさらにさかのぼって76年のモントリオール大会いら 
い出場権をつかんでいない。 

昨年暮れ、 カタールのドーハで 開かれたアジア大会。 
日本は化おへつなぐ重要な大会と位置づけて臨んだ。 

しう、し、男子は2大会連続でメダルを逃し、しかも、 

過去7大会で最低の6位に落ち込んでしまった。確か 
にまたも「中東のを」がささやかれはしたう 《 、いまさ 
らながら、そんなことを言っても始まらない。 

アジア大会の現実を率直に受け止め、縮括し、課題 
の解消に一刻も早く取り組むしかあるまい。問題は化 
京へどうつなぐか一この一点しかあるまい。9月に愛 
知県豊田市で行われるアジアチ選で1位を勝ち取るこ 
とが絶が条件。ここを逃しても世界予選があるなんて 
甘い考えては、到底、化京への道はまたも閉ざされて 




企画’ぶ巧委員 

早川文司 


フリースロー ゾ 


のヨーロッパ志向がはっきりした。6連覇をあった韓 
国がクウェート、カタール、イランに屈して、予想も 
していなかったメダルなしに終わったことを眺めても、 
中東勢のいっそうの強化がうかがえる。 

これらの国を倒さなければ、化京はない。でも、何 
かアクシヨンを起こさないわけにはいかないのだ。ホー 
ムで戦える利点もある。すべてをここに結集して、5大 
会ぶりの歓喜の雄叫びを挙げたいものだ。 

一方の女子は前回逃したメダルを取り戻した。中国 
をたたいての3位は評価されてよかろう。しかも、大 
黒柱の田中 （ソニー セミコンダクタ九州）を欠いての大 


しまうだろう。 

メンバー編成はこのままでいいのか。合宿の環境は 
十分整っているか。練習メニューは…とにかく、化京 
へ球界挙げて岀来る限りの積極的なバックアップをす 
ることが求められる。 

昨夏の男子アジアジュニア選手権をみても、中東勢 


健闢。その中でも中国を倒したき信は何事にも替え難 
いものだろう。ドーハを舞をに化京への道を踏み出し 
たとはいえ、まだ多くの課題は抱えていることも事実。 
しかも韓国という高い壁が立ちはだかっている。女子 
は敵地•カザフスタンでの予選。いっそうの レベルアッ 
プが欠かせない。悲願成就には球界一丸しかない。 



HP 300 ¥4夕30(本術 i 巧 ¥4,600) 

おを巧 3 号、 ボラー レ、 

手挺い、人工皮革、 

カラー：イェロー 


HP 200 ¥4,620(本が価格 ¥4,400) 

検を巧2号、ボラーレ、 
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NTS の夕をの運営についで 


N T S 運當委員 



NTS (ナショナル-トレーニング•システム）は文部科学省が策をしました「スポーツ振興基本計画」の中にあります 
「一貫指導システム構築」「競技者育成プログラム策を」に従いまして、若手選手層から優秀な選手を発掘し、統一され 
た指導方法による-^貫指導を実施しながら、指導者のレベル向上、情報の共有、普巧を目的に発足して7年目を迎えるこ 
とができました。 NTS 活動にご協力くださいました皆様に感謝を申し上げます。 

今回は NTS をよりご理解いただくため、ブロックトレーニングにおいて実施したアンケートにがする回答を中ん、に報告 
いたします。 


《予算について》 

これまでの NTS 事業の予算は日本スポーツ振興センタ 
一 （ toto ) などからの補助を受けながら NTS 事業を展開し 
てきました。2007年度 NTS 予算は本年度と同額の1，600万 
円を申請し、より充実した内容にするべく努力していきま 
す。その内訳は約800万円をブロックトレーニング経費に 
500万円をセンタートレーニングに充てており、そのほと 
んどが交通費と宿泊費に使用されているのが現状です。 

《運営について》 

現がのブロックトレーニングの運嘗は NTS ブロック技 
術委員長を中んに各ブロックにお願いしています。技術委 
員長を補佐し運営を担当する運営委員、トレーニングを実 
巧するための調整役のコーデイネーター、トレーニングを 
指揮するインストラクターがいます。ブロックトレーニン 
グに参加する選手は900名、指導者300名、その他運営関係 
者を加えると約1，500名の大事業となっています。しかし 
ながら、実際に運営に携わっているのは開催地の関係者で 
あり、開催地の関係者にお世話にならなければ運嘗できな 
いのが現がです。 

文部科学省は一貫指導システムを都道府県レベルで実行 
しようとしております。 NTS としても各都道府県での「一 
貫指導システム構築」「競技者育成プログラム策定」を進 
めていただきたくお願いいたします。 

《トレーニング内容について》 

NTS ブロックトレーニングでのトレーニング内容につ 
いては、アジア大会やアジアジュニア選手権大会などの反 
省をもとにトレーニング内容の検討やシミュレーションを 
NTS 委員とナショナル強化スタッフチームを中んに巧な 
います。 NTS のトレーニング内容は一貫指導を念頭にし 
てチーム戦術を中ムに指導するのではなく課題を抽出し、 


それを克服するための基本トレーニング中心にプログラム 
を作成していまず。 

NTS は情報の共有についても目的にしていますので、 
どんな内容でどんな方法でトレーニングをしているか、指 
導者の方々に見に来ていただければ参考になると思います。 
自みのチームが参考にするほど窩いレベルではないと思っ 
ている選手なび指導者も一度見学に来てください。たとえ 
ば、小学生のトレーニングなどはどんどん新しいトレーニ 
ングを取り入れていますので、中学生の指導者が見学して 
も参考になると考えます。 

《参加人数について》 

NTS ブロックトレーニングの参加枠は各都道府県*各 
セクション3名を基本的参加人数としていまず。より多く 
選手を参加させたいと考えていますが経費の関係上難しい 
のが現がです。一部のブロックでは規定人数外で自由参加 
を認めておりますのでブロック開催地および各都道府県の 
NTS 委員にご相談ください。 

《推薦基準について》 

NTS センタートレーニング推薦基準については、将来 
日本代表として戦う選手を発掘し育てていくことを目的に 
作成しました。推薦基準について多くの方から質問があり 
ましたが、基準は明確になっており、選手選考もブロック 
技術委員長を中んに選考を行なっています。センタートレー 
ニングへの推薦者数は各ブロックにおける過去の全国大会 
などの成績をポイント化して人数を振り分けており来年度 
も本年度と同数の推薦枠です。各セクション50名を推薦し 
ていただき、その中から選考委員会において最終30名がセ 
ンタートレーニングへ召集されます。その後、センタート 
レーニングにおいて強化委員会が中心になって年齢別強化 
指定選手を数名選考いたします。〈次ページ表参照〉 
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※センタートレーニング推薦基準※ 

第1選考基準-日本国籍を有する選手(今後日本国籍を取得する予定者） 

•日本ハンドボール協会から推薦を受けている選手 
第2選考基準•形態的特長基準を上回る選手 

(身長•高校男子1 85 cm 、 高校女子1 70 cm 、 中学男子1 80 cm 、 中学女子1 67 cm ) 
•運動能力的特長基準を2項目が上上回る選手 
(30 m 走•立ち5段跳び•長座遠お•背筋力•握力でそれぞれに基準を殼定。 

2007年度は運動能力項目を検討中） 

第 3 選考基準•技術戦術的特長を有する選手 

•その他の理由で推薦に値する選手 


☆ブ□ック参加選手-センター推薦選手数一覧表女 



ブ□ックトレーニング 

センタートレーニング 


参加選手 

推薦選手 

参加選手 

地 区 

都道府県数 

セクション別 

合計 

セクション別 

合計 

t クシヨン別 

合計 

北海道 

1 

5 

30 

1 

4 



東 ：( ヒ 

6 

1 呂 

108 

3 

12 



関 東 

8 

24 

144 

1 1 

44 



北信越 

ち 

1 已 

90 

己 

20 



東 海 

4 

12 

72 

6 

24 



近畿 

6 

1 召 

108 

曰 

32 



中 国 

5 

15 

90 

3 

12 



四 国 

4 

12 

72 

2 

8 



九州•沖縄 

8 

24 

144 

11 

44 



計 

47 

143 

858 

已〇 

200 

3 D 

120 


《DVD •教本について》 

2006年度の DVD •教本は作成中で近日販売を予定してぃます。 
DVD の内容や価格等につぃてはみ号でお知らせします。 

《将来の運営について》 

将来の NTS 構想はブロックトレーニングの益々の充実と都道 
府県単位での卜貫指導システム構築」 r 競技者育成プログラム 
策定」です。ブロッ外レーニングの充実のためには指導者のブロッ 
クトレーニングへの積極的参加が望まれまず。現在は片道の交 
通費と宿泊費の補助を行なっていますが、研修には自己負担が 
基本と考えます。サッカーのトレセンのように参加料をおって参加 


する。 NTS がトレセンのようになるにはトレーニング内容を含めブロッ 
クトレーニングの充実が必要になります。そのためには NTS 関係 
者だけではなく多くの方々の協力が必要となります。また、将来 
都道府県単位で r 一貫指導システム構築」 r 競技者育成プログラ 
ム策定」を行なっていくことを考えるとインストラクターも育ててい 
かなければなりません。日本ハンドボール協会及び NTS からイン 
ストラクターを派遣するのではなく、都道府県でインストラクターの 
育成し指導することを考える時期にきていると思います。 

今後とも NTS 事業の充実と発展のため、ますますのご協力とご 
理解をよろしくお願い申し上げまず。 


暮らしの夢をひろげたい。 


時巧の琉れとともじ、効々と変化するお客様の二一疋 

あある巧おの中から、常に巧しい聞巧を煤選してお届けするイズミは、 



流通のエキスパートとして、暮らしのパートナーとして、 

おを梯とともに暮らしの夢をさらにひろげか、と考えて I 、ます。 

もっと大きな明日へ。動き続けるイズミです。 



株式会社 V ぺ= 

本ネ; t / デ732—0828 
広岛巿南区京巧町 2-22 
TEL {082} 264-3211 ( f ^) 
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第 4 回日本車椅子ハンドボール競技大会 

ち城フエニックスが 4 連覇を飾る 




第4回日本車椅子八ン 
ドボール競技大会は、 
り月17曰（金）〜19 
日（日）の日程で r の 
じぎく兵庫国体 J の開 
催地にふさわしいせ界 
文化遇産の姫路市にお 
いて開催されましたの 
で、大会の様子を報告 
いたしまず。 


【戦評】 


日本車椅子ハンドボール違盟会長ル西博喜 



▼華み勝 

宮城フェニックス22 (12 —7、 10 — 6) 13お福大社会福祉 
惜城） （兵獻 

近福大社会福祉は、終始ねばり強い攻めで宮城フェニックスに立ち向かった。守りから攻めへの切り替えを早くして、効率の良い攻 
擎パターンで対応したが、宮城のディフェンスの位置取りがうまく、つけ入るスキを与えなかった。宮城は相手プレーヤーの動きを 
よく見ており、パスワークも落ち着いた攻擊で確率の商いシュートで逃げ切ったのはさすがである。 


近畿福祉大26 (10 — 4、 16 — 10) 14近福大介護福祉 

(兵載 （兵厳 

前半立ち上がりからぶ畿福祉大の攻撃は近福大介護福祉の出光を阻む勢いで先手々々の速攻を止めにかかった。お福大介護も若松が 
ロングシュートを随所に決めて近畿福祉大を追い上げた。しかし、近畿福祉大のデイフェンスがよく、点差は広がる流れで前半を終了。 
後半、立ち上がりは 両チームの 動きはよく、互角の試合内容。 ゲーム 経験の多い近畿福祉大が肝ふのところでポイントをあげ、安定 


した試合巧者ぶりを発揮した好ゲームであった。 


▼3 位決定戦 

近福大介護福祉19 (12 —9、 7-9) 18近福大社会福祉 

近畿福祉大同±の対戦カードとなった。お互いの手の内を熟知している両チー•ムであったが、社会福祉にミスが目立ち、痛い失点を 
重ねた。後半、介護福祉が若松のロングシュートにボールを集め、また若松のシュート位置もよく、強肩を生かしたシュートで得点 
を挙げる。一方、社会福祉も岩村のポストプレーからサイド攻撃に展開し、終盤を盛り上げたが1点差で万事休した。 

▼決勝 

宮城フェニックス22り2— 12、 10 — 9) 21近畿福祉大 

両者、立ち上がりからお互いに堅いディフェンスカでシュートを阻止した。3分経過後、宮城の先制点から試合は動き始め、しばら 
く一進一退の流れが続いた。速攻やディフェンスともに好プレーが続出し、リードを譲らない激しいゲ—ムとなった。後半、近畿福 
祉大 GK ち原の好守でリードを奪いやや波に乗りかけたかに見えたが、地力に勝る宮城が追いつき、最後はペナルティースローで1 
点をリードし、ゲーム終了。4連覇を達成した。 

互いに総力を尽くして力を出し切った甲乙つけ難い好ゲームであった。 


平成の世に、犯罪-結露-熱伝導から、 

おを様を助けるために立ち上がった会社があった！ 


スぺーシアペアマルチセキユオ 

- _ . . - 
がんばるサンクス http :// www . thanxa.com 

株式会社サンクスコ-ポレ-シヨン建集活子部 

〒巧 7-0061 束 京が世 田 谷区化病山 8— 1 一5 
TEL(03)5313 — 6714 FAX(03) 5384-0220 
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平成 18 年度第9圆ハンドボ、 


学校体育検討専門委員会委員長 i&M 51 ( 秋田大学) 



標記、第 9 回ハンドボール研究集会（主催：日本ハンドボール協会、主管：岡山県ハンドボール協会、後援：文部科学省、 
岡山県教育委員会、岡山市教育委員会）は、前回に引続き、「ボール運動教材としてのハンドボール」をテーマとして、平 
成 18 年 8 月 10 日（木）から 11 日（金）まで、岡山県桃太郎アリーナを会場として開催され、盛会裏に終了した。参加者は、 
講師と役員を除いても全国各地より 60 名近 
く集まり、多くの成果をあげた研究•実践報 
告や、学習指導要領改訂に関する最新の動向 
を踏まえた講演に聞き入るとともに、斬新な 
実技研修で汗を流したり、さらには ユニーク 
で示唆に富む授業提案に関ムを向けていた。 

研究集会の概要は《下の通りであるが、詳 
細は刊行予定の「ハンドボール研究(第9 号)」 

を参照していただきたい。 

■ 8 月10曰（木） 

[講議] r 体育•保健体育科教育に期待されること…中央教育審議会の動向を踏まえて一」 

巧な教育政策研究所教育課程研究センター研究閒発部教巧課お調谋巧（が）义部科が巧スポーツ•青少年局を兩•体清課教科調を官佐藤豊 

[研究，実践報告] 

1 . r 八ンドボールを知らない教師にもできた授業 J 高本英樹顺山県勝間田小学校） 

2. 「ル学校スポーツ教材への取り組み： 5年八ーフコート八ンドの提案 J 村田正之（東京学芸大学教育学部附属が田谷小学校) 

3. r ソフト八ンドボールの指導について J 高松葉司炼良联立ち町な-こ宅小学校） 

4. 「ル学生の『投』『捕』連動の発達に関する事例研究一八ンドポール授業を通じて」丸井一誠（福岡大学スポーツ科学部) 

5. 「授業におけるゲーム分析とその手法に関する一考察 J 小山浩（筑波大学附属中学校） 

[実技研修]「ゲームでの動きをどラ学 I ずせるか」東京学芸大学教育学部附属巧巧谷小学校副校長藤井喜一 

■ 8 月11曰（金） 

[授業提案] 

9 : 00 〜 9 : 45 r 八ンドボール〜ディジタル作戦版を使って J (日年）授業者：後藤和重（岡山ホな操明小学校） 

10:10 〜 10: 55 r だれでも楽しめるぞ八ンドボール J (3 年）授業者：山本繁（盛岡ホな书山小学校） 

[講義]「ボール運動教材としての八ンドボール J 巧波火ぞ化巧科が系教授大西武兰 


■平が18年度第9回八ンドボール研究集会役員 

岡山県実行委員会 

会長：生本純一（岡山県ハンドボール協会会長） 

副会長：後山富±水（同副会長)、安東俊夫（同副会長)、村木利彦（同副会長） 

委員長：森安昭雄（同理事長） 

運営委員会 

委員長：瀬島和則り II 東小学校） 

副委員長：中谷幸生（同副理事長-御南中学校） 

委員：信原'お治（同常任理事-岡山西小学校)、大森)®彦（同常任理事-大高小学校)、佐野判5夫（同理事-琴浦西小学校)、 
權本邦明调 S 事-勝山小学校)、軟本昭則桐理事-美咲町教育委員会)、山本圭司（岡山県スポーツ振興課） 

■ {財）曰本八ンドボール協会学校体育八ンドボールお討委員会 

委員長：佐藤靖（秋田大学） 

委員：大西武ミ（筑波大学)、角紘昭（日本ハンドボール協会)、佐藤勝弓ム（新潟医療福祉大学)、 

南木雅弘（神奈川県立栗原高校)、小山浩（筑波大学附属中学校)、山本繁（岩手県玉山小学校)、 

小林す日子（山形県飯豊中学校)、村山明夫（神奈川県立六ッ川高校） 


ぎ校体育検討専門委員会便： 


111111 illlll=lll=llllllli=llllllllllllllllllll 
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II をず委員みだょ 


平成 18 年度国内-外におけるアンチ-ドーピング活動の現況 

~第15回 DOHA アジア大会•第58回全日本総合選手権大会-男子第49回-女子第42回全日本学生選手権大会一 


アンチ.ドーピング活動は2003年な降、世界アンチ•ドー 
ピング機構 (WADA) の設立による一貫した啓蒙活動により人 
体の健康を守り、フ X アプレーの精神の擁護のための活動が推 
進されている。 

この世界的ドーピング活動の状況下で実施された第15回ア 
ジア大会、そしてアジア大会参加選手に課せられたアジア大会 
期間中 （2006.11.20 〜12.1 5) の選手の居場所情報の届出を 
ADAMS システム（パソコンによる提出）が J0C により決定さ 
れたことによるナショナル男女選手各個人ごとの届出の義務の 
実施等々でかなりの負担が課せられたことになる。 

ADAMS システムとは Anti-Doping Administoration and 
Management System ニアンチ • ドーピングの管理運営要領の 
意巧で、 IHF (国際ハンドボール連盟） • JADA (日本アンチド 
ーピング機構）等のアンチ-ドーピング機関•公認分析機関に 
おける個人情報の共有データーベースである。 

その背景として多くのスポーツ選手が真剣に努力しているク 
リーンアスリートの努力成果が正当に評価されない環境を排除 
するため即ち、努力成果が正当に評価される環境を保障するた 
めのシステムであるので、アジア大会於降も引き続きみの項目 
の選手管理の基本情報としての活用が望まれる。 

OTUE (Therapeutic Use Exemption =治療のための薬物使用 • 
免除申請書） 

〇 ATUE (Abbreviated Therapeutic Use Exemption 二 TUE の 
略式申請書） 

〇居場所情報 • ••各4半期ごとの届出も随時の変更属出も選手責 
任で代理人制度も活巧できる。 

〇競技会検査 （CT = Competition Test) 

〇競技外検査 （00CT = Out of Competition Test) 

1. 第 15 回 Doha アジア大会におけるアンチ-ドーピングの 
概況 

1) DAG0C (ドーハ•アジア大会組織委員会）と協調された 
0CA (アジア•オリンピック協議会） 

アジア大会におけるアンチ-ドーピング所掌は、17名編成 
の 0CA 医事委員会（委員長= Dr. Yoshio Kuroda) で構成され 
ており、ドーピング•コントロール担当は、アジア大会3年 
前から逐次編成されてきた世界各国から応募の DC0 (Doping 
Control Officer) 37名それに196名の国内外応募のシャぺ口 
ン（ドーピング•コントロールの実務担=選手抽出•誘導•採 
尿等）で編成され、各競技種目のドーピング祖当として配置， 
運用されていた。 

したがって、各競技種目の特殊性による競技場内における選 
手の抽出方法や袖出タイミングは各競技種目団体 (IHF/AHF) 
のスーパーバイザーである DC0 (アジア大会では M/C 委員長 
Dr. Issei Nishiya 讯 a) の担当であった。 

2) リハーサル大会；第15回アジア大会のプレ大会とし 
て Doha で実施されたが下の2大会で既に2回試行-錯誤で 


IHF / AHFM/C 委員 西山逸成 

0CA/MC と IHF/AHF との節調済みであったので、受検対象の 
チーム選手-役員には違和感は無かったようである。 

① 2005年2月男子 Jr 世界選手権大会 

② 2005年12月男子西アジア選手権大会 

3) 第15回大会のドーピング•コントロールの担当組織 

① ドーピング•コントロール競技種目担当本部； 

Dr. Abdul Wahab A1 Mussleh 下 .10 名 

競技種目担当責任者……23名 

ハンドボール競技担当主務者 
DC0 Dr. Mohammed Hayat Kazumi 

② ドーピング•コントロール実施日の編成基準（検査® 2 
個班） 

DC0 ……毎回4名 
シャペロン . 毎回9〜11名 


0CA 視察員……随時2〜3名 
IHF/AHF•DC0 Issei Nishiyama M.D 

4) 第 15 回大会のドーピング•コントロール実施状況 


日/懼） 

男子選手 

女子選手 

ドーピング • コントロール 
実施時間 

12" (日） 

UAE ⑤ 一 UZB ③ 


試合終了後21: 30〜24: 30 

4 (月） 

UAE ③ —UZB ③ 


試合終了後リ： 30〜24: 00 

5(火） 




6 (か） 

BRN ③ 一 QAT ③ 


試合終了後19: 30〜22: 30 

7 (木） 

QAT ③ 一 IRN ③ 
KSA ③ 一 SYR ③ 


試合終了後巧： 30〜22: 30 
試合終了後リ： 30〜24:00 

8陆） 


KAZ ③ 一 IND ③ 
CHN ③ 一 UZB ③ 

試合終了後り：30〜14 :〇〇 
試合終了後13: 30〜化： 00 

9出 




10(0) 


THA @ —TPE ⑤ 

試合終了後17 :〇〇〜19: 30 





Uiik ) 




。冰） 


K 0 R ② 一 KAZ ③ 

試合終了後19: 30〜22: 30 

14 (木） 

KUW 感一 QAT ③ 


表彰式終了後20 :〇〇〜23 :〇〇 

(小計） 

口4を） 

(16 名） 

検査総人員=40名 


① 検査総検体数は4日検体であった。 

I册 /AHF 規則による検査基準には、予選リーグ各チーム、 
各1名とされているが、あくまでも基準であるが、1検体の検 
査料が US 300/$では、人件費とあいまってかなりの金額にな 
るのであろう。 

また、今回の検体分析はロンドン LAB0 であるため、分析時 
間に長時間を要するための決定検体数になったのであろう。 

② IHF/AHF 規則では、横体の分析結果は当該選手チームの 
み試合開始1時間前に判明することが規程されているが、本ア 
ジア大会では、この規則条件は適用外とならざるを得なかった。 

このことは、日本における国際大会でも適用の可能性を示唆 
したものと柔軟に理解しておきたい。 

③ ドーピング検査の対象試合数は、10試合であり、総試合 
数日9試合（男子45 -女子 14) の17%、検対数40は総選手 
数（男子の15チーム、女子8チーム計350名）の12%程度 
であった。今後の参考基準にしたい。 
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動状況からみても、益々広げられてゆく風 
潮にあるので、検査室とコートの両面を理 
解した DCO / シャペロンとして是非ハンド 
ボール競技規則に通晓した人たちも含めて 
ハンドボール関係者のアンチ.ドーピン 
グ活動を広げて欲しいものである。年に1 
〜2回の中央講習会等に参加頂ければあ 
りがたい。 

前3項の関連から若手層の育成を狙つ 
て、選手經験者や公認審削員の方々にお願 
いしているところである。 

研修体験記を誌上に紹介させていただきました。 


2) 競技が検査； 

JADA による競技外検査は実施されたが、現在 JHA としての 
現況が把握されていない。 

IHF & AHF による競技外検査の必要性は 、 IHF & AHF M/C 
ミーティングでは要壁されているが、未計画である。 

3) NA 男女 & JHL 選抜選手へのアンチ.ドーピング講習会； 
第15回アジア大会参加選手に対する居場所情報の報告の必 

要性に関連し、 ADAMS システムやアジア大会における競技会 
検査、競技外検査、血液検査の可能性、薬物類の使用注意、サ 
プリメントの摂取等についての,こ、得等についての講話を実施し 
た。 

3. 近時のドーピング•コントロールの留意事項と対応につい 
て 

1) 競技中、レッドカードを宣告された選手の扱い 

2006年度からの適用罰則であるので理解されていない面が 
あるが、 AHF 規則条文では、「試合中にレッドカードが提示さ 
れた場合、当該チームのスタッフ1名は抽出選手の氏名判明ま 
で当該選手とともにドーピング検査所にいなければならない。」 
( AHF 3-7) 

したがって、 Doha アジア大会においては、このルールに従 
って、レッドカード選手の定位置を決め当該選手とチームスタ 
ッフを監視する態勢をとった。 

2) レッドカード選手の退場によって、チームスタッフも帯同 
退場という戦力減に繫がるが況から、アグレッシブなプレーを 
排除しようとするクリーンハンドボールに繫がることを期待し 
たいものである。 

4. 今後のアンチ-ドーピング活動に関ちする理解•協力者の 
萬成について 

今後、国内外におけるアンチ-ドーピング活動は日本政府が 
スポーツ選手の禁止薬物使用の防止と撲滅を目指す「反ドーピ 
ング条約」（読売新聞2006.12 .24) の批准方針や各分野の活 


5. 研修体験記 


東京理科大学ハンドボール部塚本光 （4 年） 

2006年11巧16日から20日にかけて名古屋にて開催 
された全日本学生ハンドボール選手権大会（インカレ）と、 
12月20日から24日に開催された全日本総合選手権大会 
に、ドーピング.コントロールのシャペロンとして参加さ 
せていただきました。ドーピング検査は両大会とも男女決 
勝のみで実施されました。準決勝で実務研修を斤う為、私 
はその前日に現地入りしました。 

シャペロンは、試合中ベンチの後ろに座り、試合を見守 
り、出場選手のチェック、警告•退場選手のチ卫ック、失 
格選手の誘導、ドーピング対象選手の誘導が主な仕事です。 
検査対象選手の誘導と言っても、コートから検査室の誘導 
だけでなく、試合終了後におけるその選手の行動には全て 
同伴しなければなりません。また、インカレではドーピン 
グ検査にも立ち合わせていただきました。 

試合中はベンチ後ろから試合の動向や選手の行動を見な 
ければならないのですが、日本の学生チャンピオン、そし 
て日本チャンピオン決定の試合を間近で観戦できる為、つ 
いつい見入ってしまう事が多々ありました。監督やコーチ 
の指示が聞こえてきたり、ベンチの雰囲気、控え選手の在 
り方、試合の流れや迫力を感じ取る事ができました。 

また、現在私は審剌技術向上に努めています。今年度は 
関東学生リーグ3部を担当させていただきました。今回の 
参加における私の テーマの 中に、審削の勉強も含まれてい 
ます。審判のなち位置•動き-仕草.顔の表情、ベンチや 
選手からの不平.苦情にがする巧処法など多くの事を学ぶ 
事ができ、気付く毎にメモをとり、観戦していました。 

今後も、多くの試合を経験しながら審判技術向上を目指 
したいと思っています。また、来年9巧に豊田市で開催さ 
れる北京オリンピック予選にもドーピング班として参加す 
る事を考えており、是非とも日本が出場権を手にする事を 
願っています。 

最後に、今回私にドーピング•コントロールのシャぺ口 
ンとして、インカレ•全日本総合帯同という素晴らしい機 
会を与えて頂きました西山先生、さらに帯同に関してご指 
導、ご支援して下さいました多くの方々、スタッフのみな 
さまに感謝申し上げます。 


2. 国内におけるアンチ-ドーピング活動 

1) 大会におけるドーピング.コントロール 


大会名 

期間（場所） 

ま催•を管 

経費負担先 
(検巧数） 

男子おアジア選 
手植大会 

2006 .8/22 〜31 
(広島、東区体育館） 

AHFJHA . 

に島県協会 

JHA , 広島県組織 
を員会 （12) 

第61回齒民体育 
大会 

2006.10/9/10 
(兵庫、兰田ホ体育館） 

兵庫県 、 JHA 

JADAJHA 

(10) 

全日本学生選手お 
大会 

2006.11/16〜20 

を古屋市体育館 

JADAJHA 

(8) 

全日本総合選手権 
大会 

2006.12/23~ 24 

愛が県体育館 

JADAJHA 

(8) 

第31回日本リー 
グプレーオフ 

2007.3 .17 ~ 18 

掏巧体育館 

JHAJHL 

(?) 
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32 (17-7、 
23 (12-8、 
26 (11-13、 
30 (14-9、 


早稲田大 

▼巧滕 

28 (15-1 し 13-12) 23 

大阪体大 

日体大 

【女子】 

▼1 回戦 

35 (16-16、 12-12) 33 
(2-2 延長 5-3) 

早稲田大 

福岡大 

50 (25 - 3、 25- 2) 5 

化星学園大 

東海大 

34 (15-9、 19- 5) 14 

岡山大 

関西大 

28 (11-12、 17-15) 27 

富±大 

曰女体大 

29 (16 - 2.13- 9) 11 

沖縄国際大 

早稲田大 

34 (18-12、 12-18) 33 
(1-1 延長 3-2) 

天理大 

東北福祉大 

25 (10-14、 15- 7) 21 

愛媛短大 

国±舘大 

20 (10-9、 10-10) 19 

京都教大 

中京女子大 

▼2 回戦 

33 (巧—13、 12-14) 31 
(2-1 延長 4-3) 

小が短大 

大阪教大 

29 (12 — 12、 17- 8) 20 

福岡大 

日体大 

20 (8—11、 12- 8) 19 

東海大 

武庫川女大 

33 (14 — 11、 19- 8) 19 

関西大 

東女体大 

44 (23—13、 21- 9) 22 

日女体大 

福岡教大 

33 (18—8、 15-14) 22 

早稲田大 

茨城大 

26 (17-9、9 - 6) 15 

東北福化大 

大阪体大 

24 (12-7、 12- 8) 15 

国±舘大 

筑波大 

44 (19 -し25— 8) 9 

中京女子大 


スコアール- 

① 


▼予選りーグ A ブロック 

宮城フェニックス 
宮城フェニックス 
宮城フェニックス 
近福大介護福化 
近福大介護福ネ止 

フ アイ ンクライフ 
【順位】①宮城フュニックス 
③フ アイ ンクライフ 
▼予選リーグ B ブロック 
近畿福祉大 
近畿福祉大 
大阪体育大 
【順位:】①近畿福祉大（兵庫) 
③徳島すだち（德島) 


第4回曰巧ミ括茅八シドボール窺なホ会 

開催期日： 2006年11月18日化)〜19日（日） 

会 場：兵庫県•姫路市立中央体育館 


44—2 
30-11 
34 - 23 

33- 11 

34— 10 
24-10 


神戸ドルフィンズ 
ファインクライフ 

近福大介護福祉 
神戸ドルフィンズ 
ファインクライフ 
巧戸ドルフインズ 


(宮城）②近福大介護福祉（お庫） 
(大阪）④神戸ドルフインズ惧庫） 


24-16 
37 - 8 
21-4 


大阪体育大 
徳島すだち 
徳島すだち 


②大阪体育大（大胁 


▼予選リーグ C ブロック 
ドリーマーズ 21-16 

ドリーマーズ 33—2 

近福大社会福祉 39-4 


近福大社会福祉 
川崎医療福祉大 
川崎医療福祉大 


【順创①ドリーマーズ（京都）③近福大社会福祉（兵庫） 

③川崎医療福祉大澗山） 

▼決勝トーナメント1回戟 

近福大社会福化 23 (12—7、 11—11) 18 大阪体育大 
近福大介護福制： 28 (16—10、 12—16) 26 ドリーマーズ 
▼準決滕 
宮城フェニックス 
近畿福祉大学 
マ3位巧定戦 


22 (12—7、 10—6) 13 
26 (10-4、 16—10) 14 


近福大介護福が：19 (12—9、 7 — 9) 18 
▼ミ夫勝 

宮城フェニックス 22 (12—12、 10—9) 21 


近福大社会福ネ止 
近福大介護福祉 

近福大介護福祉 

近畿福ネ止大学 


スコアール- 


お穿第49回•なぞ第42固を曰か尝ま淫ホ樓ホ含 


開催期日： 2006年11月16日（木)〜20日（月） 
会 場：愛知県•中村スポーツセンターほか 


日体大 
武庫川女大 
福岡教大 
大阪体大 

大阪教大 
茨城大 

東女体大 


26 (10-13、 16-9) 22 
37 (19-6、 18- 7) 13 

24 (14-10、 10-13) 23 


▼準々決勝 
大阪教大 
東女体大 
茨城大 
筑波大 
▼準ミ夫腺 
東女体大 
筑波大 
マミ夫践 
筑波大 


名城大 
中京大 
道都大 
大阪経済大 
関西学院大 
国±舘大 
同志社大 
秋田大 

大同工大 
東化学院大 
東化福祉大 
関西大 
名按大 
高が大 
琉球大 
金沢大 

富古大 
が山大 
福岡大 
東海大 
中部大 
桃山学院大 
順天堂大 
函館大 


愣子】 



▼1 回戦 



日本大 

26 (14-7、 

12-15) 22 

富壬大 

38 (17 -14、 

21-18) 32 

松山大 

31(巧—10、 

16- 9) 19 

中央大 

33 (15-14、 

18-11) 25 

日体大 

43 (21-9、 

22-14) 23 

福岡大 

31(17-13、 

14-15) 28 

東海大 

% ( 9 - 12、 

17-13) 25 

東和大 

30 (8-8. 

13-13) 24 


(4-2 延長 5-1) 

筑波大 

28 (14-11、 

14-12) 23 

中部大 

50 (25-14、 

25-10) 24 

桃山学院大 

36 (17-14、 

19-14) 28 

早稲田大 

37 (18 — 11、 

19-13) 24 

法な大 

39 (23-13、 

16-20) 33 

順天堂大 

33 (14-13、 

19-13) 26 

函館大 

44 (21-20、 

23-13) 33 

大阪体大 

58 (28— 6、 

30-12) 18 

▼2 回戦 



日本大 

39 (20-18、 

19- 13) 31 

中央大 

40 (21 -11、 

19-17) 28 

曰体大 

31(18-16、 

13-11) 27 

東和大学 

34 (15-17、 

19-15) 32 

筑波大 

29 (16-11、 

13-17) 28 

早稲田大 

34 (19-8、 

15-10) 18 

法政大 

32 (16-12、 

16-15) 27 

大阪体大 

32 (20-11、 

12-14) 25 

▼準々み勝 



日本大 

21 ( 7 - 9、 

14-11) 20 

日本体大 

45 (27-10、 

18-11) 21 

早稲田大 

38 (19 — 15、 

12-16) 34 


(3-1 延長 4-2) 

大阪体大 

32 (14-17、 

18-11) 28 

▼準決勝 



日体大 

28 (15-14、 

13-12) 26 


6 0 4 0 
12 2 2 

山山 
-- -- 
5 15 6 
1 * 1 ± 1 


大大大大 大 
央和波 政 本 
中東筑法 日 
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風の道をつくり、自然換気をする建築は、世界的に見て、 
確かなひとつの流れとなっています。 

NAV ウインドウ 21 は、「風」という自然エネルギーを利用した、 
爽やかで効率のよい自然換気を実現するシステムです。 


自然換気システム商品シリーズ 

I 

NAV-Window-2l\ 

〈スウインドウ/ウインコン/キヤプコン〉 


r 平成16年度化巧通隔化巧止巧勤穏境大臣賞受賞 J について 

当社び実施してきた10年間に宣る自然換気システムの開 
発への評価、また製造販売活動を通じ 自然換気システムを 
採用いただいたビル建築が200件を超え、年間で 
13,00 Ot の C 02 排出削減（森林面積で5,600 ha 与皇居 
面積の約目 0 倍相当）に貢献している 点び評価されました。 


二だ217|||で11,こ巧；ブ么が 環境商品部干 164-8503 ま京都中野区中央 1-38-1 住友中野坂上ビル 17 F 
_ mlLUJy イ爪 XVZHT 丄 TEL (03)5348_0%7 http :// www . buildingsash.net 




































可平成18 ^を鐘胃長を議酷 

期日：平成18年10月の日化） 

15 : 30〜17 : 20 

場所：兵庫県高砂市「勤労者総合福祉セン 
夕'"―」2 F 「研修室1」 

出席者： 

各都道府県協会理事長 
武西節夫、佐々木孝之（横山代理)、谷藤 
勝美、今野正を、高山重雄、後藤義信、ま 
田博之、上久保重み、内記英夫、大塚文雄、 
小見幸男、竹内佳明、寺崎修、城川俊久、 
久保田龍治、村木啓作、杉本眞一、前/1!和兰、 
大羽隆夫、中村博幸、大原康昇、奥田政俊、 
塩崎信治、森安昭雄、山本一、野村幹雄、 
田中達男、武田末男、田中守、±井担、 
新幷善文、大宮泉、佐藤喜一、岡山明弘、 
半田正史、稲生茂、西村亮治 
日本協会役員 

市原則之、大西武 S 、 村松誠、角紘昭、 
蒲生晴明、江成元伸、木野実、兼子真、 
島田房二、竹野奉昭、殿水幸雄、中黙利一、 
茂木均 0 HL 事務局長） 

オブザーバー 

金原至、宝住哲郎、飯山進 
司会進行が松誠 

1 . 谅会お搂日本協会副会長市原則之 

2. 国体開催地挨が 

兵庫興協会副会長狩野幸介 

3. 日本協会表彰 

-贈呈者市原副会長 
-受賞代表者狩野幸介（兵庫） 

4. 本日の埋事長会關催にあたって 

専務理事大西武 S から挨搂日本ハンドボ 
ール協会の現状について 
-普及概念、登録人口の推移、他競技との競 
技人口比較 

5. 強化対策について 

強化本部畏蒲生睛巧 
-第15回アジア競技大会全日本男女代表メ 
ンバーについて 

. ジャパンカップ2006について 
-化京オリンピック予選のシステムについて 

6. 普及巧策について 

普及本部長角缩昭 
-各ブロックにおける少年チーム指導者の実 
態について 

7. 日本リーグの現況と将來構想について 

日本リーグお構会長市原則を 
-プロジ卫クターによる説明 
-企業スポーツ存続の手立て-何故日本でハ 
ンドボールがメジ ャーに ならないのか•メ 
ジャー化を目指し意識を変え、自助努力に 



よる自立-開催地の役割-日本リーグトー 
タルシステム 

• 日本トップリーグ連携機構について 
-日本リーグ、機構法人化計画について 
日本リーグ事務局長茂木均 

8. マーケテイングについて 

マーヶティング本部長木野実 

• コミュニケーションロゴマークについて 

9. 10万人会から担当参事中野が一 

• サポート会員の増大のお願いについて 

10. その他 

. 中学生の個人登録についてどうなっている 
か（村木愛知県協会理事長）平成20年 
度からの実施で検討している（大西専務） 

• 公式記録用紙の電算化について（佐藤長崎 
県協会理事長）現在導入できるように電 
算用記録用紙の選定をしている（江成常務） 

• 全国春の中学生大会挨搂（金原富山県協会 
会長） 

-国体組合せ抽選方法について（大原兵庫県 
理事長）一国体検討プロジ卫クトを検討し 
たい（大西専務） 

閉会閉会の挨楼監事巧野奉昭 

;平成1夕年度第な厨巧まを 

日時：平成18年11月25日は） 

13:00〜15:3日 

場所：岸記念体育会館2 F 理事監事室 
出席者（敬称略、名簿順）： 

理事：山下泉、大西武 S 、 村松誠、角 
紘昭、木野実、平岡秀雄、兼子真、島 
田房二、大畑孝広、福地賢介、森安昭雄、 
高山重雄、西村亮治、宮元章次 
監事: 大野金 一、 竹野奉昭、殿水幸雄 
参事：山下勝司、佐々木英明、古屋正俊、小 
西博喜、武田節夫、稲生茂、巧内佳明、 
野村幹雄、お田末男、错倉清則、本間誠章 
欠席者（敬称略、名簿順） 

理事：渡邊佳英、市原則乏、蒲生晴明、江成 
元伸、川上憲太、西蓬勝広 
な上、出席理事14名、委任状出席6名、 
出席監事3名、出席参事11名、事務局1名 

<理事会成なの確認> 

定刻に開会し、が松総務担当常務理事より、 
本会議が財固法人日本ハンドボール協会寄附 
行為第26条に定められた、理事規在数20 
名中委任状お席を含め2日名の出席にて3分 
2な上の出席があり定足数を満たしており、 
本理事会が成立していることが報告された。 
みに議長の選出が行われ、寄附行為第25条、 
第3項に基づき、会長が議長となるが、会 
長が所用のため委任状出席のため、寄附行為 
第18条第2項に基づき、山下副会長が議長 
代理を務めることが報告された。 

山下副会長より会議開始にあたり、本日 
16時より新高輪プリンスホテルでアジア競 
技会日本選手团の結団式があるが、本協会の 
市原則之副会長が日本選手固の総藍督を務め 
ること、ハンドボールは来年の北京オリンピ 
ックアジア予選の前哨戦ともなり好成績を本 
大会で納めて、同予選に向かって欲しいこと 


が述べられた。また、男子予選が愛が県聲田 
市での開催であり、この大会への支援と協力 
が求められた。 

〈讚事録香名人の遊出> 

続いて、山下議長代理より議事録署名人の 
指名が行われ、議長山下泉副会長、大西武 S 
専務理事、木野実常務理事、西村亮治理事が 
指名され、満場一致で承認された。 

に審議事31 j 

1. 強化（女子チームコーチ、迸征中止•追 
カロ）について 

蒲生強化本部長がアジア競技会日本選手団 
結圃式準備により理事会は欠席のため、大西 
専務理事から説明がなされた。 

1 ) 女子ナショナルチーム荷川取義浩コーチ 
の辞任について 

本年から所属チームの監督に再巧されたこ 
とによるチーム事情と、本人の体調から辞任 
の申し出があったので、これを認めて貨いた 
いと説明された。審議の結果、全員異議なく、 
本件は可決承認された。 

2) J 0 C 専任コーチ、ジュニア強化コーチ 、I 
ユースエリー トの選出に ついて 

まだ、 JOC から新年度に向けての書類が 
近々屈く予定であるが、これらの選出につい 
ては、強化委員会に一任して欲しいことがお 
願いされた。審議の結果、全員異議なく、本 
件は可決承認された。 

3) 男子ナショナルの中東遠征中止と女子ジ 
ュニアチェコ遠征追加のお願い 

当初計画していた男子ナショナルの中東遠 
征を中止させたいことと、女子ジュニアのチ 
ェコ遠征を新たに国内合宿に変えて実施した 
いことがお願いされた。審議の結果、全員異 
議なく、本件は可決承認された。 

2 . 第 10 回アジア男子ジュニア遵手棺ミ夫篇 
ついて 

大西専務理事より、主管地広島県協会から 
提出された決算書について、収入特に協賛金 
がチ定したようにはいかず、900万円ほど 
の赤字になることが報告され、一部は広島県 I 
協会で残りは日本協会が補填することが説明 
された。審議の結果、全員異議なく、本件は 
可決承認された。 

3. 平成18年度事業計画を更に伴ラ第二次 
補正予窝（案） 

が松常務理事より、第二次補正予算案につ 
いて説明された。但し、第 S 次補正は行わな 
いことにしたので、今後若干の補正の可能性 
があり、最終的には2月の理事会で承認を 
受けるようにし、今回は中間収支報告とした 
いと説明した。審議の結果、全員異議なく、 
本件は可決承認された。 

4. 評謎員旅まのま化い改訂について 
昨年度来から懸案となっている評議員の旅 

費負担について、大西専務より案が示してあ 
るが、2月の評議委員会で評議員自らに決定 
して賃うことが説明された。審議の結果、全 
員異議なく、本件は可決承認された。 

5. 読売新聞社 r 曰本スポーツ: Kj 推おにつ 
いて 

村松常務理事より、2006年の読売新聞社 
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「日本スポーツ賞」の候補として、10月に曰 
本リーグを上初となる1，000得点を達成し 
た岩本真巧選手（大崎電気）を推薦したいと 
提案された。審議の結果、全員異議なく、本 
件は巧決承認された。 

6. 北京オリンピック男子アジア予選豊田大 
会実巧を具会について 

大西専務より、来年の化まオリンピック男 
子アジア予選豊田大会の実行委員会案が示さ 
れているが、先の常務理事会で組織委員会を 
作った方が資金集めには良いとの意見が出さ 
れ、愛知県協会などと協議して決定すること 
が述べられた。審議の結果、全員異議なく、 
本件は可決承認された。 

7. 第61回国体ち手県成年女子参加資格違 
反について 

兼子事務局長より、第61回兵庫国体終了 
後に岩手県成年女子の交代選手に参加資格違 
反があり、その経緯-経過について説明があ 
った。日本協会としての処置は、日体協の処 
分に準じ、選手個人には懲罰を科さず、岩手 
県協会会長宛に厳重注意とすることが提案さ 
れた。審議の結果、全員異議なく、本件は可 
決承認された。 

8. 中学生種別個人登錄料について 

大西専務より、昨年度より議論を進めてき 
た中学生種別の個人登録料導入については、 
まだ末端の指導者、競技者に周知がされてい 
ないと判断し、今後説明をしてゆくことで、 
理解を求め、平成20年度に実施することが 
説明された。審議の結果、全員異議なく、本 
件は可決承認された。 

9. 国民体育大会を契機とした振興策につい 
て ー プロジェクト発足一 

大西専務より、10月の常務理事会で提案 
された国体改革プロジェクトの発足につい 
て、説明がされた。今後の活動方法について 
はプロジェクト長を中ふに委員を決定し、審 
議してゆくことが示された。プロジェクト長 
として、関東協会理事長稲生茂参事が推薦さ 
れた。審議の結果、全員異議なく、本件は可 
決承認された。 

10. コミュニケーション.ロゴマークの使用 
規程について 

木野常務理事より、先の理事会にて本協会 
のコミュニケーション-ロゴマークと して決 
定された マークの 使用規程に ついて 提案され 
た。審議の結果、全員異議なく、本件は可決 
承認された。 

11. 第31回 IHF 通常お会®議、20り男子 WC 
入ホしについて 

大西専務より、 IHF より送がされてきた第 
31回出 F 通常総会の動議と2011年男子巧 
界選手権入札について、総会動議は提出せず 
世界選手権入札はしないと説明された。審議 
の結果、全員異議なく本件は可決承認された。 

[報告事項^ 

予定された報告事項に入る前に、各連盟、 
ブロックの報告をして貸うこととした。 

1) 全日本実業聞連盟——大畑理事より、チ 
ーム数の減少、実業団選手権などについて 

2) 全日本学生連盟——福地理事より、本年 


の世界学生、インカレなどについて 

3) 全国高等学校体育連盟専門部——本年度 
からの個人登録料の導入、選抜大会30回記 
念、大会における暴力事件など 

4) 全日本教職員連盟——教職員大会、マス 
ターズ大会などに ついて 

5) 日本中学校体育連盟競技部——全国大会 
3大会などに ついて 

6) 全国高等専門学校体育協会競技専門部 一 
一競技の活性化に伴う競巧人口は微增などに 
ついて 

7) 日本車椅子連盟一一4回目を迎えた大 
会の社会的認知、韓国との交流などについて 

8) 指導普及委員会——秋田国体公認指導者 
資格必須に伴う公認指導員養成講習会開催な 
どについて 

9) ビーチ専 P 弓委員会 —— 国内大会の充実、 
国際大会参加の検討などについて 

10) 四国協会一一全中大会、日本リーグ集 
中閲催、公認指導者講習会などについて 

11) 中国協会一--レベルダウンへの底辺巧 
実のための小学生チームの創設などに ついて 

12) ゴヒ信越協会一ーブロック組織の閉鎖性 
の解消などについて 

13) 閲東協会 ——NTS への要望、次年度国 
体開催県役員の運営参加などについて 

14) ゴヒ海道協会一一少子化と広範團に伴う 
大会コスト高などについて 

15) 九州協会一ーブロック協会の役割を模 
索中などに ついて 

16) 東海協会——西クラブ大会、 マスター 义 
インカレ、全日本総合などについて 

17) 東北協会 

1. 強化（ナショナルチーム予定）ついて 

大西専務より、説明された。 

1) アジア競技会のアディッショナル役員と 
して小笠原氏、斉藤氏を派遣。 

2) 男女ナショナルがジャパンカップ2006 
で優勝 

3) 女子 U 2 日が女子ナショナルと合同合宿 

4) 強化委員会を10/29に關催 

己） NTS センタートレーニング12/3に開催。 

2. 事務局職務分担について 

大西専務より、平賀事務局員が退職し床尾 
事務局員を新たに採用したことが報告され 
た。また、日本協会の組織図、執行組織図に 
ついて 説明がされた。 

3. 公益法人制度改革の概要について 

兼子事務局長より、公益法人制度改革に伴 
い、法律が施行された後は、法人の選択（公 
益法人か一般法人か）をし、申請をし直さな 
ければならないことが説明された。 

4. 文科舊スポーツ振興基本計画について 
大西専務より、文科省が改めて策定したス 

ポーツ振興基本計画に概要が説明された。 

5. 日本オリンピック委員会巧頁お出方法に 

ついて 

兼子事務局長より、委員会役員選出方法が 
若干変更されたことが説明された。 

6. 平成19年度 SSF スポーツエイド交付事 
窠寒集について 

兼子事務局長より、笛川スポーツ財団から 


の平成19年度の事業募集について応募促進 
がお願いされた。 

7. 平成19年度会謀日程窠について 

兼子事務局長より、平成19年度の会議曰 
程案について、大会や役員改選により変更も 
あることが説明された。 

8. 平成19年度国巧•国族•ブロック大会 
日程について 

兼子事務局長より、平成19年度国内，国際， 
ブロック大会日程について、まだ全て網羅さ 
れていないので、引き続き担结都道府県協会 
から詳細について連絡して欲しいことがお願 
いされた。 

9. 大会結果•大会予定について 

兼子事務局長より、10月な降の大会結果 
及び今後の大会予定について説明があった。 

10. 當判部から（寒判技術の向上へのお、ヤン 
グレフェリー育成プロジェクトについて） 

島田常務理事より、ジャパンカップ2006 
の際に閒催されたレフェリー研修会資料で配 
布した資料の一部で、ブロック審判長に配布 
する予定と説明された。また、 IHF が送付し 
てきた DVD に審判部で編集作業を行ったも 
ので、日本語版 DVD として近々販売するこ 
とが報告された。来年度から本格的に実施す 
るヤングレフェリー育成プロジェクトについ 
て、岩手県で試験的に行った際に作成した資 
料を添付した。是非とも若い審削育成を行っ 
ていって寅いたいと要望された。 

11. 国擦大会日程 - EAHF 会讚について他 

平岡常務理事より、国際大会日程および東 
アジア ハン ドボール連盟の会議に ついて 説明 
があり、山下副会長が平成19年から会長に 
就をすることになったことが報告された。 

12. J 0 C からのお巧いについて 

兼子事務局長より、スポーツ団体の正常化 
運営について JOC からのお願いで、地方の 
任意団体もこれに習って貪いたいことが説明 
された。 

13. マーケティングについて 

木野常務理事より、現在日本協会が薦めて 
いるマーケティング活動に ついて 説明があ 
り、企業関係者の紹介などが依頼された。ま 
た、著名人のフアンクラブ形成が有効である 
とのこともあるので、芸能人などでハンドボ 
ール経験者を知っている場合は連絡をお願い 
された。 

14. がんばれ八ンドポール10万人会について 

平岡常務理事より、10万人にあと一歩で 
あり、各都道府県での10万人会への入会促 
進をお願いしたい。特に" 0" の所は努力を 
依頼された。 

巧.その他 

竹野監事より、本年のマスターズ大会の際 
にナショナル OB • OG の集まりの詰しがあ 
り、12/23に名古屋での全日本総合で集ま 
ることにした。今後有意義な活動をしてゆき 
たいと考えていることが説明された。 

予定していた議案について全て終了した。 
最後に大爵監事より労いの言葉が述べられ、 
15時30分に平成18年度第2回理事会は 
閉会した。 
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がん刺 wo ドボ•ル10万人を r サボ-トミ員 J ル巧月人舍•推篇缉_ 

[北海道】 高橋英明 【岩手】 箱崎敬吉 【搞木】 坂本定芳 【群馬】 岡部千秋、高橋潔 【巧玉】 豊田貴之、岡が昭二 【千葉】 化 
藤由佳子、藤田八郎、產田優 【東京】 蒲生澄子、川上整司、化藤俊男、佐藤映子、 S 浦丈治、堀江成典、岡前義春 【神 
奈川】 宮脇明紀、田原やよい、加古川正巳、白井香代子、丸山務子、丸山貴史 【長野】 服部博幸 【新瀉】 庭山政幸 【富山】 
吉水懷一、高林お、竹内貞明 【石川】 が藤義直 【福井】 松岡幸雄、化々木静夫、角を喜代重 【愛知】 佐藤 tt —郎、片岡拓 
朗、西口誠一郎、野旧清、宮地光男【二重】大石博義、細野秀男 【滋 寶】高富典克 【ま都】 守本幸 S 郎、大渡利己、大渡 
健太郎 【大阪】 山中善之祐、平田光徳、深田礼子 【兵 摩】築瀬ちなみ、狩野幸介 【奈良】 松江徹、松江真理子 【鳥取】 足 
立逸郎 【岡山） 木村博子、木が佳菜、奥壁美峰、奧垫啓子、兰宅裕也、幡多啓二、が本早苗、木ネす莱見、岡田妬也、植田 
友紀 【広 島】極野村勉、白お隆、山本伸二 【香川】 大高恒貴 【愛媛】 越智誠、越智理佳、越智裕介、越智睹平、越智 
聪郎、加藤誠一【高 知】 が浦実砂 【福岡】 宮内貴博 

【2ちゆ巧事サ定】 


【会議】 . [大会】 . 

2月3日仕）第2回評議員会煉就 2月9日（金)〜11日（日） 

2巧17日（±) 常務理事会(東京） 全日ネ実業団チャレンジ2007(高知市) 

2月] [7 日（±) 第3回理事会(東京） 

2月18日（日）事務取扱責任者会議(東京） 


化京オソンビック出場な據キが/バーン募金のご報告 

北京オリンピック出場を目指す代表チームの支援のため、日本協会では各種大会で皆樣からの応援の募金をお願い 
しております。お陰様で下記の大会で、 JiTF のような募金をいただくことができました。ご協力ありがとうございました J 


全日本学生選手権大会•全日本総合選手権大会 9,018円 
J 0 C ジュニアオリンピック 1,145円 

/< ： x><::rxz>«ix::r3«zxixxo<z>«ix::>c<zx:>c<zxi>«ixi:>o<:rx::>«zxr>ocix:;>ocz> 


HAND BALL CONTENTS Feb. 


戦いの跡 .13 

JAPAN CUP HANDBALL 2006男女とる曰本が優勝 
大会錠評 . 中が博幸14 


オリンピック予選の年を迎えて、を起しろ全日本、敵は百だ 

. 巿原則を 1 

速報：第58回全日本総合選手権大会 
男子は大同特殊鋼が5年ぶり11回目、 

女子はオムロンが2年連続10回目の優勝 . 2 

第15回アジア競技大会女子は3位、男子は6位 

チームリーダー報告 . 蒲生晴明4 

日本代表の戦い . 6 

その他の試合結果 . 9 

男子49回-女子42回全日本学生選手権大会 

総評 . 飼ミ召敏雄10 

優勝校喜びの声 

男子優膀校 . 日本体育大学•千々波英明11 

女子優勝校 . 筑波大学•極口裏央12 


戦評 . 15 

フリースロー：化京は大丈夫か . 早川文司17 

連载67 : NTS の今後の運営につぃて . 関健；18 

第4回日本車椅子ハンドボール競巧大会 . 小西樽喜20 

平成18年鹰第9回ハンドボール研究集会報告…佐藤靖21 
医事委員会だより；平成18年度国内.がにおけるアンチ小一 

ピング活動の現況 . 西山逸成22 

スコアールーム： 第4回日本車椅子競巧大会/ 

男子49回•女子42回全日本学生選手権大会 . 24 

協舍だ卜い . 26 

「10万人会」11 *12 巧会員/2巧の巧事/目次 . 28 


燈録 チームの 購読料は登録料に含む) 
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機能だけではない、風格のようなものがをければならぬ。 


先端のテクノロジーでさらにパワーアップした機能を備えで 


夕 J ップムに優れた国產ラバー採用の JAPAN ラバーソールと、 
しなやかで通気性のあるェク七ーヌを使ったカラーアッパーに 


インドアを制するミドル々ブトとローカブトが揃った。 


化入れ感を高めてクラシカルな名品復刻モデル。 


スカイハンド ® JAPAN-MT 
下 HH 己14 ¥16.800(本な ¥16.000) 
•カラー:已093ネイビーブル ー X シルバー 
■ サイス：呂 3.0 〜29.0 cm 



名品スカイハンド SP のフオルムを受け継いだローカットモデル。 


スカイハンドゅ JAPAN-S 

THH 515 ¥15.750 【ホ体¥15.000》 

• カラー： 2300レッド X パールホワイト 

己0白3ネイビーブル ー X シルバー 
♦サイス： 23.0 ~2 g .0 cm 



佩会なアシックス 


'ぶ^アシックスシューズのストライプデザインはアシックスの商程であり、世巧のをくの国で登録されたお岳です。 表示晒格はお S 巧込みのメーカー 

ホ望小壳価あです。 （） 两は•谓 a おはきの本巧価おです。 http://www.asiCs.co.jp 商品につ L 、てのお問 L 、をわせは r アシックスおをな巧該き J までどうぞ。 03-3624-1 814、 00-6385-1155 
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